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鋸南町告示第９９号 

 

令和２年第７回鋸南町議会定例会を、次のとおり招集する。 

 

 令和２年１２月１１日 

 

                         鋸南町長  白 石  治 和 

 

記 

 

１．日  時 令和２年１２月１５日 午前１０時 

２．場  所 鋸南町役場議場 
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令 和 ２ 年 第 ７ 回 鋸 南 町 議 会 定 例 会 議 事 日 程 〔 第 １ 号 〕  

 

令和２年１２月１５日 午前１０時００分開会 

日 程 第 １  会議録署名議員の指名 

日 程 第 ２  会期の決定 

日 程 第 ３  諸般の報告 

日 程 第 ４  一般質問（４名） 

 １番 笹 生 あすか 議員 

４番 大 塚   昇 議員 

３番 竹 田 和 明 議員 

７番 渡 邉 信 廣 議員 

 

本日の会議に付した事件 

議案一覧表に同じ 

 

出席議員（１１名） 

１ 番 笹 生 あ す か 議員  ７番 渡 邉 信 廣 議員 

３ 番 竹 田  和 明 議員  ４ 番 大 塚   昇 議員 

５ 番 青 木  悦 子 議員  ６ 番 笹 生  久 男 議員 

７ 番 渡 邉  信 廣 議員  ８ 番 小 藤 田 一 幸 議員 

９ 番 鈴 木  辰 也 議員  11 番 笹 生  正 己 議員 

1７番 平 島 孝 一 郎 議員    

 

欠席議員（なし） 

     

 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者の職氏名 

町 長 白 石  治 和  副 町 長 内 田  正 司 

教 育 長 富 永  安 男  総 務 企 画 課 長 平 野  幸 男 

税 務 住 民 課 長 加 藤  芳 博  保 健 福 祉 課 長 杉 田  和 信 

地 域 振 興 課 長 飯 田   浩  教 育 課 長 福 原  規 生 

建 設 水 道 課 長 平 嶋   隆  会 計 管 理 者 寺 本  幸 弘 

総 務 管 理 室 長 安 田  隆 博  監 査 委 員 柴 本  健 二 
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本会議に職務のため出席した者の職氏名 

議会事務局 

事 務 局 長 笹 生  矩 義    
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……… 開 会・午前１０時００分 ……… 

〔開会のベルが鳴る〕 

 

     ◎開会の宣言 

 

○議長（青木悦子） 

皆さんおはようございます。 

  ただいまの出席議員は１１名です。 

  定足数に達しておりますので、令和２年第７回鋸南町議会定例会を開会致します。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  議案の配付漏れはありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（青木悦子） 

  配布漏れなしと認めます。 

 

 

     ◎会議録署名議員の指名 

 

○議長（青木悦子） 

  これより日程に入ります。 

日程第１、会議録署名議員の指名を致します。 

今定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、３番、竹田和明議員、９番、

鈴木辰也議員の両名を指名致します。 

 

 

     ◎会期の決定 

 

○議長（青木悦子） 

 日程第２、会期の決定を行います。この件については去る１２月８日午前１０時から、議会運

営委員会が開催され、協議されておりますので、今定例会の会期、及び日程について議会運営委

員長から報告を求めます。 

議会運営委員会 笹生正己委員長。 

〔議会運営委員会委員長 笹生正己 登壇〕 

○議会運営委員会委員長（笹生正己） 

 それでは、議長から報告の求めがありましたので、去る１２月８日午前１０時から議会運営委
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員会を開き、令和２年第７回鋸南町議会定例会の会期及び日程等について、協議致しましたので

ご報告致します。 

今定例会では、ウイルス感染防止もあり、可能であればできるだけ短期にとの意見も多く、会

期は本日１日とし、日程はお手元に配付されております議事日程により行います。 

今定例会には、町長提出議案５件が提出されております。 

本日はこのあと、町長から今定例会に提出された議案に対する提案理由の説明及び諸般の報告

を受けたのち、４名による一般質問を行い、議案第１号から議案第５号を上程し、説明、質疑、

討論ののち採決をお願い致します。 

次に、一般質問でありますが、一般質問一覧表のとおり、今定例会には、笹生あすか議員、大

塚昇議員、竹田和明議員、渡邉信廣議員の４名から通告がなされております。一般質問の時間は、

答弁を含め６０分以内とし、その内、１回目の質問時間は１５分以内とし、再質問は一問一答方

式で、回数は定めないことと致します。 

以上、非常に簡単ではありますが、議会運営委員会での審査の結果をご報告申し上げるますと

もに、議員各位のご賛同をお願い致しまして、委員長としての報告を終わります。 

○議長（青木悦子） 

  ただいまの議会運営委員長から報告ですが、今定例会の会期は本日１日とし、一般質問につい

ては、通告のあった議員が４名、質問時間は６０分以内とし、１回目の質問時間は１５分以内、

再質問は一問一答方式で、回数は定めないとのことであります。 

  お諮り致します。 

ただいま申し上げたとおり決定することに、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（青木悦子） 

 異議なしと認めます。 

 よって、今定例会の会期は、本日１日間と決定致しました。 

 

 

     ◎諸般の報告 

 

○議長（青木悦子） 

  日程第３、諸般の報告を致します。 

 議長としての報告事項を申し上げます。 

今定例会に説明要員として、出席を求めたも者の職、氏名は別紙報告書により報告したとおり

です。 
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     ◎提案理由の説明並びに諸般の報告 

 

○議長（青木悦子） 

  次に定例会に際し、町長から議案に対する提案理由の説明並びに諸般の報告について、発言を

求められておりますので、これを許可します。 

  白石治和町長。 

〔町長 白石治和 登壇〕 

○町長（白石治和） 

皆さんおはようございます。 

本日、ここに令和２年第７回鋸南町議会定例会をお願い致しましたところ、議員各位には、公

私ともご多用のところ、ご出席を賜り、厚く感謝を申し上げます。 

  本定例会に、町長として、ご提案申し上げます議案は、条例の一部改正が１件、一般会計、国

保会計、介護保険会計、水道会計の各補正予算で５議案でありますが、それぞれ概略を申し上げ

ます。 

 議案第１号は、鋸南町ひとり親家庭等医療費等の助成に関する条例の一部を改正する条例の制

定についてでございますが、千葉県ひとり親家庭等医療費等助成事業補助金交付要綱の改正に伴

い、助成方法を現行の償還払いに加えまして、受給券による現物給付を規定するほか、助成拡大

により自己負担額を軽減する等の改正でございます。 

議案第２号は、令和２年度鋸南町一般会計補正予算第５号についてでございますが、１億９６

５３万９千円を追加し、補正後の総額を５７億９２２７万９千円にしようとするものでございま

す。 

始めに、歳出の主なものをご説明申し上げます。各費目にわたる人件費につきましては、給与

改定及び職員の人事異動等により、総額で２７４９万８千円の減額をするものであります。 

議会費では、本会議等の議事録作成のための筆耕翻訳料６３万４千円。 

総務費では、被災者支援システム構築委託２００万４千円、豊かなまちづくり寄付金業務代行

委託３７０万４千円、千葉県知事選挙費・投票用紙自動交付機２６２万３千円。 

民生費では、介護保険特別会計繰出金１５５万７千円、障害福祉サービス費１９９６万１千円、

保育所管外委託５８４万７千円。 

衛生費では、予防接種事業委託２１０万円。 

農林水産業費では、農業次世代人材投資事業補助金７５万円。 

商工費では、物産センター警備委託１４万５千円。 

消防費では、第１分団及び第２分団詰所の物品購入費用１０７万７千円。 

教育費では、幼稚園管理用備品７９万４千円。 

諸支出金では、財政調整基金積立金１億５６１４万９千円及び豊かなまちづくり基金積立金 

１６５７万９千円を計上致しました。なお、財政調整基金は、今補正における余剰分を積み立て
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るもので、今補正後の財政調整基金の残高は１２億１０２７万２千円となる見込みでございます。 

次に、歳入でありますが、歳出に充当をする特定財源以外で、主なものでは、地方交付税、普

通交付税９８５３万２千円を増額、豊かなまちづくり寄付金２４０２万７千円を増額、建物災害

共済保険金４２４６万２千円、市町村振興宝くじ交付金６１１万９千円を計上致しました。 

  また、歳入歳出予算の補正のほか、繰越明許費の設定及び債務負担行為の補正をお願い致しま

した。 

議案第３号は、令和２年度鋸南町国民健康保険特別会計補正予算第２号についてでありますが、

８８万２千円を追加し、補正後の総額を１２億１６７万円にしようとするものでございます。 

  補正の主なものは、制度改正に伴うシステム改修業務委託２３万１千円、葬祭費５０万円の増

額などのほか、職員の異動等に伴う人件費の増額でございます。 

議案第４号は、令和２年度鋸南町介護保険特別会計補正予算第３号についてでございますが、

１３３３万２千円を追加し、補正後の総額を１３億４９７６万７千円にしようとするものでござ

います。 

補正の主な内容は、制度改正に伴うシステム改修費６０万５千円、特定入所者介護サービス費

の増加に伴う保険給付費１３１１万２千円の増額のほか、職員の異動等に伴う人件費の減額でご

ざいます。 

議案第５号は、令和２年度鋸南町水道事業会計補正予算第２号についてでございますが、収益

的収入では、建物共済保険金２２５万５千円及び東京電力の原発事故補償金９万７千円の増額。 

 収益的支出では、給与改定に伴う人件費１１万２千円の減額及び、湯沢配水場ほか修繕費１６

４万３千円の増額でございます。このほか、債務負担行為の設定をお願い致します。 

以上、提案理由のご説明を申し上げましたが、詳細につきましては、担当課長から説明を致さ

せますので、宜しくご審議賜りますよう、お願いを申し上げます。 

この際、諸般の報告を申し上げます。 

はじめに災害関係について、ご報告申し上げます。 

昨年の令和元年房総半島台風から１年が経過をし、災害義援金、災害関係ふるさと納税、災害

支援物資及び、人的支援等を頂いた自治体、関係諸団体や個人に対し、復興へのあゆみと題した

復旧・復興状況の記録を配布させていただきました。 

内容といたしましては、義援金、寄付金の使途についての報告、被災者支援の状況、住宅の復

興状況、解体の状況、被災者再建支援制度の支給状況と、甚大な被害地域の復興状況をご報告さ

せて頂きました。加えて、多額の災害義援金等をご寄付下さいました皆様についても、ご同意を

得て、感謝状等の伝達もさせて頂きました。配布させて頂いた方からは、心温まるお礼や激励の

手紙が多数届いております。 

全国の皆様から頂いたご支援に改めて感謝と敬意を申し上げる次第でございます。 

次に町内一斉清掃について、ご報告を申し上げます。 

１２月６日に予定されておりました一斉清掃については、新型コロナウイルス感染症拡大防止
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の観点から止む無く中止とさせて頂きました。 

次に年末から年始にかけての観光行事について、ご案内申し上げます。 

はじめに、例年、新春に実施しております農業祭は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観

点から止む無く中止とさせて頂きますが、例年、同時開催をしております辰野町特産品フェアに

ついては、本年度は１２月１２日の保田小開校記念祭の際に、辰野町物産展として開催をさせて

いただきました。リンゴをはじめとする辰野の魅力ある特産品を求めて、多くの町民の皆様が訪

れ、盛況に終了致しました。 

次に花まつりでございますが、第一章の水仙まつりが１２月１２日から２月７日までの期間、

第二章の頼朝桜まつりが２月１３日から３月７日までの期間、最終章の桜まつりは３月１３日か

ら４月１１日までを期間として行われます。 

例年行われております、水仙まつりイベントは、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点か

ら止む無く中止とさせて頂きますが、頼朝桜まつり期間中に開催をするＪＲ主催の頼朝桜ハイキ

ング、また３月６日に予定をする保田川権現橋周辺での竹灯篭まつりは、例年どおり実施をする

予定でございます。 

今後の観光イベントに関しては、新型コロナウイルス感染症の動向を注視しながら、感染防止

対策を施し、準備を進めてまいります。 

次に、消防団出初式についてご案内申し上げます。１月９日、午前１０時に予定をしておりま

した消防団出初式については、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から止む無く中止とさ

せて頂き、消防団及び消防関係者により、表彰式のみを執り行う予定でございます。 

教育委員会関係について、申し上げます。 

はじめに、恒例の新春マラソン記録会についてご案内申し上げします。１月１０日、午前１０

時から鋸南中学校を会場に行います、例年どおり、１キロ、２キロ、３キロ、４キロの各コース

を設定致します。受付を屋外で行うなど、感染防止対策を施し、実施を致します。 

  次に成人式について、ご案内申し上げます。１月１０日、午後２時から中央公民館にて予定し

ておりました成人式については、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、新成人やご家

族の皆様の健康と安全を最優先に考え、止む無く中止とさせて頂きます。なお、今回は新たに７

５名の皆様が成人の仲間入りをされることとなります。 

次に菱川師宣記念館、特別展、溝口七生展について、ご案内申し上げます。房総を描き続けて、

溝口七生展が、１１月１０日から１月２４日まで開催中です。房総の自然を描き、鋸南町の美術

の振興や、千葉県の美術界の発展に貢献された 溝口七生先生が、昨年お亡くなりになり、ご遺

族より１３点の作品が、町に寄贈されたことから、本特別展を企画させて頂きました。この機会

に、是非、ご来館頂きたいと思います。 

以上で、諸般の報告を終わります。よろしく、お願い申し上げます。 

○議長（青木悦子） 

 ただいま町長から提案理由の説明並びに諸般の報告がありました。 
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 報告事項ではありますが、何か確認したいことがございましたら挙手願います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（青木悦子） 

 特にないようですので、以上で諸般の報告を終了致します。 

 

     ◎一般質問 

     ◎１番 笹生 あすか 

 

○議長（青木悦子） 

  日程第４ 一般質問を行います。 

  今定例会の一般質問は、一般質問の一覧表のとおり、４名の議員から通告がなされております

ので、順次質問を許します。 

  はじめに、笹生あすか議員の質問を許します。 

 質問席へ移動してください。 

 １番 笹生あすか議員。 

〔１番 笹生あすか議員 質問席につく〕 

〔ベルが鳴る〕 

○１番（笹生あすか） 

公共交通について、地域情報化の推進についての２件について質問します。 

１件目、公共交通についてです。自動車の運転ができず、移動が困難なため、制約を受ける方

が年々増加し、問題となっています。来春、ＪＲ保田駅の窓口が閉鎖されるとともに、ワンマ

ン運転車両の運行が開始される予定だと発表されました。ワンマン運転になることで利用者の

サービス低下が懸念されます。例えば障害のある人が駅を利用する際、今までは車掌さんの手

助け等があり、スムーズに乗車できていたことが、できなくなるという懸念がされます。動物

との衝突事故が上総湊駅から保田駅の間が特に多く、運転士だけでは不安を訴えられています。 

また、鉄道は通勤通学者をはじめ、住民にとって大切な交通手段です。高速バスのバス停の設

置や、町内巡回バスなどの公共交通の充実は、まちづくりアンケートでも要望があがっていま

す。 

そこで、３点質問します。１、町内の２駅とも窓口が閉鎖され、ワンマン運転になることを

どう考えるか。２、千葉県ＪＲ線複線化等促進期成同盟を中心とした要望活動の現状はどうな

っているか。３、近隣市と協力体制を強化し、地域交通網の整備を推進することが必要と考え

るがどうか。 

２件目、地域情報化の推進についてです。 

住民のサービス向上はもちろんのこと、移住、定住者や訪日外国人等の観光客を増やすために

も、災害時における情報伝達手段の拡充を図るためにも、公衆無線ＬＡＮ環境の整備が求められ
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ています。また、ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けて、各自治体で準備が進んでいます。 

そこで、３点質問します。１、ＧＩＧＡスクール構想の進捗状況はどうか。２、公衆無線ＬＡ

Ｎ環境の整備の現状はどうか。３、中央公民館などの公共施設に、自治体ｗｉ－ｆｉを整備する

必要があると考えるがどうか。 

以上で１回目の質問を終わります。 

○議長（青木悦子） 

笹生あすか議員の質問について、町長から答弁を願います。 

白石治和町長。 

○町長（白石治和） 

笹生あすか議員の一般質問に答弁を致します。 

１件目の公共交通について、お答えを致します。 

地方の交通手段は、都市部に比べて、鉄道もバスも路線や本数が少なく、自家用車に依存して

いる状況から、公共交通機関の利用者は減少傾向にございます。また新型コロナウイルスの感染

拡大の影響で、外出の自粛や風評被害が加わり、更に利用者数が落ち込み、交通事業者の経営は

厳しい状況にあると伺っております。 

公共交通機関は大部分が民間事業であり、公共性の高い分野ではあるものの、民間事業者の立

場から考えると、利用者が減って市場の規模が小さくなり採算が取れなくなれば、事業の縮小、

更には撤退の可能性が高くなってまいります。公共交通事業者が撤退することにより、今後、必

要な公共交通サービスを受けることのできない地域住民の皆様の増加が、全国的な問題となって

おり、交通空白地域が生じない様に、現状を維持していく取り組みが重要でございます。 

ご質問の１点目の、町内の２駅とも窓口が閉鎖をされ、ワンマン運転になることをどう考える

かについてでありますが、本町には、安房勝山駅と保田駅の２つの駅がございますが、通勤、通

学のほか、都市部から観光客などの利用があり、約１０年前の平成２１年度は、１日当たりの平

均乗降客数は、安房勝山駅で４１７人、保田駅で３６１人の利用者があったわけであります。し

かしながら、社会経済情勢や交通事情の変化によりまして、平成３０年度では、安房勝山駅で２

８７人、保田駅で２５０人と約３割弱減少しております。 

乗降客数の減少を理由に、安房勝山駅では本年４月から無人化、保田駅では、本年１１月から

営業時間の短縮など、駅の機能も縮小され、今後も、利用者が減れば、更なる機能の縮小が考え

られます。保田駅については、機能がこれ以上縮小しない様に、また無人駅となっている安房勝

山駅では、鴨川市のＪＲ内房線江見駅のような、他業種が駅の敷地に移転をし、鉄道業務の一部

を担っている取組もありますので、ＪＲ東日本と情報交換を行ってまいります。 

議員ご質問のとおり、来年春から、車内の快適性の向上、情報提供の充実、バリアフリー化の

推進を図るため、新型車両の投入により、ワンマン運転が開始をする予定であります。導入にあ

たっては、乗務員に対する定例訓練やワンマン運転訓練の実施、駅社員には、人身事故発生時の

ほか、飛来物除去、踏切対応、落とし物拾得の訓練、脱線事故や津波発生時の避難誘導や異常時
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における系統横断的な訓練を実施し、また、近年多くなっている野生動物との衝突対策として、

線路内に進入しない様に、進入防止に取り組み、安全性の向上に努めていくと、ＪＲから説明を

受けたところであります。 

説明を受けた際、経営努力によって現状を維持していく方針ではあったが、近年、利用者減少

に歯止めがかからず、新型コロナウイルス感染症の影響などから更に厳しい状況となっており、

今のダイヤ本数を維持していくには、運行方法を変更するしか選択肢がなかったと、ＪＲ側の苦

しい事情も説明を受けたところでございます。 

町としましては、運行本数の減は、廃線に向けた流れになりかねない恐れがありまして、今後、

持続的に運営、運行を望むことから、今回の改正はやむを得ないと考えております。あらゆる場

面で、安全性の確保や利便性が損なわれないほか、緊急時の対応に万全を尽くすように引き続き

ＪＲに要請してまいります。 

ご質問の２点目の、千葉県ＪＲ線複線化等促進期成同盟を中心とした要望活動の現状はどうな

っているか、についてでありますが、千葉県ＪＲ線複線化等促進期成同盟は、千葉県内ＪＲ線の

複線化等鉄道整備及び利便性の向上を促進し、産業経済の発展と県民生活の向上を目的に、それ

までは、路線ごとに活動していた期成同盟を平成元年７月１７日に一本化する形で設立されまし

た。  

会員は、県内５１市町村、一般社団法人千葉県経済協議会及び千葉県で、会長は千葉県知事、

副会長には県内１０市長が就任をしています。 

この期成同盟では、ＪＲの路線別に８つの対策部会を設置して、毎年、各路線のダイヤ改正や

施設整備等の利便性の向上に関する要望内容を検討、決定し、ＪＲ東日本等に対する要望活動を

行っており、本町も内房線の部会に所属をしております。今年度は、通常行っている運行本数の

維持や君津駅での乗り継ぎの改善の要望に加えて、ＪＲ東日本から房総、鹿島エリアへの新型車

両の投入が発表され、令和３年春頃から内房線、外房線及び鹿島線の各区間において、運転を開

始する予定となったことから、新型車両投入後のダイヤにおいても、利便性が確保されるようＪ

Ｒ東日本千葉支社に対し、７月に緊急要望活動を実施しております。 

新型車両投入に伴うダイヤ改正に当たり、特急列車、快速列車、普通列車の運行本数の維持、

木更津駅または君津駅、上総一ノ宮駅、佐原駅での乗り継ぎ利便性の確保、朝夕の通勤・通学時

間帯における千葉東京方面直通列車の確保、将来、ワンマン運転を実施する場合の安全管理の徹

底及び障害者・高齢者への配慮の４点を要望しております。 

民間事業者に対する町単独での要請では、効果が期待できないことから、引き続き、沿線の自

治体や関係機関で組織する期成同盟を中心として、要望活動を行ってまいります。 

ご質問の３点目の、近隣市と協力体制を強化し、地域交通網の整備を推進することが必要と考

えるがどうか、についてでございますが、令和２年１月に実施した鋸南町まちづくりアンケート

調査において、交通基盤の充実は、５番目に重要であると評価されております。また自由意見の

中でも、高速バスのバス停の設置や循環バスの充実、富楽里への接続など、バスに関する様々な
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意見をいただいております。 

近隣市との連携による公共交通の現状でありますが、県道３４号鴨川保田線を旧鴨川日東バス

株式会社が運行していた金谷線系統について、国県補助の対象から外れたことから、地域公共交

通の維持のため、近隣市とともに補助を行うことで運行を維持しております。 

その他の公共交通について、広域で取り組んでいる路線はございません。利用者が減少してい

く中で、公共交通のあり方について、運行方法の見直しや路線の広域化など、地域のニーズがど

の程度あり、費用対効果がどの程度あるのか、総合的に判断していく必要があり、運行事業者と

の協議や関係自治体との合意の形成、国への手続きなど、解決すべき課題が多々あると思います。 

現在、日東交通株式会社が、県道３４号鴨川保田線を通って、都市交流施設保田小学校に入り、

鋸南保田インターから東京方面へのルートの高速バスの運行を検討していることから、本町に新

たな選択肢が増える可能性がございます。交通の拠点を町外に求めることによって、一時的には

利便性が高まる半面、将来的には町内の拠点が衰退或いは、撤退といった事態になる可能性もあ

ることから、今後の推移を見極め、検討を図っていきたいと考えております。 

更にＡＩ等技術革新や交通事業者等の経営連携、共同化、多目的化など交通手段も急速に変化

しておりますので、町民の移動特性、ニーズを把握するとともに、他地域の先進事例を参考に、 本  

地域の特性に応じ利便性や効率性が向上する交通手段の在り方について研究して参ります。 

２件目の地域情報化の推進についてお答え致します。 

ご質問の１点目の、ＧＩＧＡスクール構想の進捗状況はどうか、についてでありますが、ＧＩ

ＧＡスクール構想とは、学校における高速大容量のネットワーク環境の整備と、児童生徒一人一

人がそれぞれ情報端末を持って、十分に活用できる環境を実現すること。また、子どもたち一人

一人の能力や適性に応じて、個別に最適化された教育を実現することを目的として、令和元年１

２月に文部科学省が打ち出した構想であります。 

国は、当初、５年間での実現を目指しておりましたが、新型コロナウイルス感染症拡大による

休校措置等に対応するため、ＩＣＴ活用によるオンライン学習の確立など、学びの保障が求めら

れたことから、ＧＩＧＡスクール構想を実現するための動きも加速しているところであります。 

本町の進捗状況でありますが、校内高速通信ネットワークの整備については、小中学校ともそ

の費用を当初予算に計上し、８月に契約を締結しております。工期は、令和２年１２月１８日ま

ででありますが、整備は概ね終了しております。児童生徒の一人１台端末の整備については、６

月補正予算に計上し、８月に契約を締結致しました。工期は令和３年２月２６日までとなってお

ります。また端末の整備に伴いまして、操作マニュアルの作成と教員向けにタブレット操作方法

の説明会も予定しております。実際に機器の使用が可能となるのは、令和３年３月の予定となっ

ております。 

なお機器導入後の教員への操作などの支援につきましては、小学校はタブレット導入時に保守

契約と併せて、ＩＣＴ支援員の経費も含めております。中学校おいては、ＩＣＴ支援員の経費を

令和３年度当初予算でお願いしてまいりたいと思います。 
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ご質問の２点目、公衆無線ＬＡＮ環境の整備の現状はどうか、についてでありますが、道の駅

関係では、平成２５年に道の駅きょなんの観光案内所と観光物産センターのエリアがカバーでき

るように整備をしております。また道の駅保田小学校では、平成２７年の施設オープンに併せて

整備しており、施設全体のエリアがカバーできるようになっております。小中学校では、通電を

している時だけではありますが、災害時における情報提供の手段の一つとしてＷｉ-Ｆｉを開放す

ることができます。その際には、アクセスポイントなどを管理しているＷｉ-Ｆｉサポートセンタ

ーに電話やメールで連絡を入れると使用が可能となります。 

ご質問の３点目の、中央公民館などの公共施設に、自治体Ｗｉ-Ｆｉを整備する必要があると考

えるがどうか、についてでありますが、現在の中央公民館視聴覚室では、サークル活動や研修会

で利用できるよう、最大２０台の情報端末がインターネット接続できるＷｉ－Ｆｉ環境を７年前

から整えております。また近年では地方自治体が、地域に無料Ｗｉ－Ｆｉを新たに整備したり拡

充・強化したりすることで、住民サービスの向上やまちづくり、観光振興や防災対策に役立てる

事例が増えております。高度に融合させた情報通信技術などによりまして、経済発展と社会的課

題の解決を両立する、ソサエティ５．０という新たな社会の始まりと言われる今、身近な公共施

設においては、高速大容量通信を提供できる環境整備が必要不可欠であると認識しております。 

中央公民館を例に取りますと、今やスマートホンは必需品であり、図書室や子育て広場、ロビ

ーなどにおいても、気軽につなげるＷｉ－Ｆｉ環境を望む声も、世代を問わず寄せられています。 

今後は２階の視聴覚室に限らず、中央公民館のどこに居てもＷｉ－Ｆｉが誰でも利用できるよ

う、既設の通信機器の性能やセキュリティの向上、コスト面も含めた、Ｗｉ－Ｆｉ環境の拡張に

ついて検討すべきであると考えております。 

今や、インターネット環境があれば、仕事をはじめ何でも出来る時代となり、コロナ禍でその

利便性は特に注目されているところであります。これからも社会の変化に取り残されることがな

いよう、自治体が率先して新たな社会に向けた取り組みを、積極的に進めていくことが重要であ

ると考えております。 

以上で、笹生あすか議員の一般質問に対する答弁と致します。 

よろしくお願い致します。 

○議長（青木悦子） 

笹生議員、再質問はありますか。 

はい、笹生あすか議員。 

○１番（笹生あすか） 

それでは再質問をします。１件目の１点目。ＪＲから説明を受けたとの答弁がありましたが、  

ＪＲ保田駅の窓口が閉鎖されても駅員さんの配置は無くならないということでしょうか。 

○議長（青木悦子） 

   はい、総務企画課長。 
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○総務企画課長（平野幸男） 

はい、ＪＲ保田駅の窓口についてお答えします。みどりの窓口を閉鎖するというふうに伺って

おります。そのことによりまして定期券や新幹線の乗車券等が購入できなくなりますが、現在同

様に駅員は配置をされまして、改札や精算などの業務を行うということでＪＲ側からの説明を伺

っております。 

○議長（青木悦子） 

   再質問ありますか。 

はい、笹生あすか議員。 

○１番（笹生あすか） 

窓口がなくなってしまって、一番近い窓口が今度は浜金谷駅になるということで、それも不便

なのですけれども、致し方がないところもあるというのは承知しています。駅員さんが、時間は

短縮されていますけれども、配置されるということに少し安堵しています。 

やはり駅の利用をする際に、電車とホームの差がすごく段差が広かったりだとか幅も広かった

り高さもあって、障害がある方ももちろんですけれども、高齢の方も、すごく乗り降りが大変そ

うにされているところをよく見ます。またホームからの転落事故っていうのは、いろんなところ

で 無くならないという状況がありますので、やっぱり駅員さんがいてくれることによって少しで

も、そういう事故が防げればなと思います。負のスパイラルになってしまわないように、せめて

日中だけでも駅員さんがいてくれるよう町からも引き続き要望してください。 

１件目の２点目なのですが、答弁の中でＪＲ千葉支社への要望内容がありましたが、特に安全

管理の徹底および障害者高齢者への配慮に関しても、それも引き続き要望を続けていただきたい

と思います。１件目の３点目、今現在、保田小経由の高速バス運行の開始予定の時期はいつ頃か

わかりますか。 

○議長（青木悦子） 

  はい、総務企画課長。 

○総務企画課長（平野幸男） 

  はい、保田小学校を経由しての運行の時期ということでございますが、運行の予定事業者から

の情報では来春ですね、に運航を目指しているということで伺っております。新型コロナウイル

スの感染状況によっては、さらに延びる可能性もあるとのことも併せて伺いました。バス運行事

業者の経営につきましては、新型コロナウイルスの影響を受けまして大変厳しい状況にあるとい

うようなことも報道等で伺っております。今後の推移を見守っていきたいというふうに思います。 

○議長（青木悦子） 

 再質問ありますか。 

はい、笹生あすか議員。 

○１番（笹生あすか） 

住民にとっても観光にとっても貴重な交通手段となるので期待しているのですが、コロナのこ



 

 

 

- 15 – 

                       令和２年第７回鋸南町議会定例会（１２月） 

 

 

とですごく経営も大変っていうの私も伺っていたので、引き続き町の交通手段の確保に関して、

私も一緒に研究していきたいと考えています。 

続いて２件目の１点目、ＩＣＴ化に伴う教職員の研修は行われていますか。 

○議長（青木悦子） 

  はい、教育課長。 

○教育課長（福原規生） 

教職員の研修ですが、教員はですね、採用後２年目までに受講します初任者研修と、８年目か

ら１１年目の間で受講する中堅教諭研修というのがございます。そこでですね、情報モラルやＩ

ＣＴ関連の活用、現代的教育課程に対応した研修を受講しております。また希望があれば、千葉

県総合教育センターでメディア教育研修として受講することもできます。 

○議長（青木悦子） 

   再質問ありますか。 

はい、笹生あすか議員。 

○１番（笹生あすか） 

現在、教職員の方々から、ＧＩＧＡスクール構想に対して不安や心配事などの声はありますか。 

○議長（青木悦子） 

はい、教育課長。 

○教育課長（福原規生） 

今回導入を予定しておりますタブレット端末ですが、あくまでも勉強する道具の一つです。全

ての学習を、タブレットで行うものではありません。 

しかしですね、新しい道具ということで、先生方はタブレット端末を使いこなしていかなけれ

ばなりません。先生方の中にはうまく活用していけるか、またですね子どもたちにわかりやすく、

有意義に教えることができるかその辺をですね、不安だと言っている先生もおります。 

○議長（青木悦子） 

   はい、笹生あすか議員。 

○１番（笹生あすか） 

不安な声があるということでそのサポートをしてくれるＩＣＴ支援員という方がいらっしゃい

ますが、それはどのような方がなるのでしょうか？また勤務形態はどうなりますか。 

議長（青木悦子） 

はい、教育課長。 

○教育課長（福原規生） 

ＩＣＴ支援員ですが、現在ですね、小学校の児童用パソコン教室整備事業のシステム等の保守

契約に含まれております。中学校も同様に配置したいと考えております。支援員さんですが、保

守契約業者の社員で、ＩＣＴ支援の内容はシステムを安定した状態で運用し、ＩＣＴ機器の利活

用の促進を図るために支援を行うものです。ＩＣＴ支援員は、教育委員会や学校から支援要請が
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あった場合にその都度学校に出向いてですね、支援業務を行っております。 

現状としてはですね、月１回程度お願いしているところです。 

○議長（青木悦子） 

   はい、笹生あすか議員。 

○１番（笹生あすか） 

そのＩＣＴ支援員の方は月１回来られるってことですが、だいたいどのぐらいの期間配置され

るのでしょうか、ずっと配置されるのでしょうか？ 

○議長（青木悦子） 

   教育課長。 

○教育課長（福原規生） 

配置の期間ということでございますが、保守契約等をですね、併せて行っておりますので、契

約の方ですね、一応５年で現在は行っています。中学の方も同様にしていきたいと思っておりま

す。 

○議長（青木悦子） 

はい、笹生あすか議員。 

○１番（笹生あすか） 

ぜひ切れ目のない支援をしてもらえるようにしてください。続いてそのタブレットを使用して

いくということなのですが、まだアルファベットを覚えていない子どもの指導方法はどうなりま

すか。 

○議長（青木悦子） 

教育課長。 

○教育課長（福原規生） 

小学校の授業ではですね、１・２年生は、かな入力で対応しております。小学校３年生になり

ますと、国語の教科でローマ字を教えておりますので、徐々に切り替わっていきます。またですね、

ローマ字を打ち込まなくてもクリックやタッチパネルから操作できるように工夫された教材もあり

ますが、学年や個々の発達段階で指導を工夫しております。 

○議長（青木悦子） 

はい、笹生あすか議員。 

○１番（笹生あすか） 

タブレットの勉強以外での使用はどうするのでしょうか。制限をかけたりだとか、勉強以外に

使えないというふうにするのでしょうか？ 

○議長（青木悦子） 

  はい、教育課長。 

○教育課長（福原規生） 

はい、タブレットの制限をということですが、勉強以外で、パソコンでありますので特にゲー
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ムとかですね、有害なサイトへの閲覧等が想定されます。 

タブレットをですね、学校で使用する場合には、すでにフィルタリングをかけたり、操作に制

御をかけたりしております。しかしですね、家庭で持ち帰って使用する場合にはですね、今の状

況でありますと、インターネットの環境があれば、制限がかけられませんので、当面の間はです

ね、学校に限定して使用をしていきたいと思っております。 

また新たなツールが増えるわけでございますので、使用にあたってはですね、ルール作りをま

た一からしてですね、便利な道具でありますので、十分活用してまいりたいと思っております。 

○議長（青木悦子） 

はい、笹生あすか議員。 

○１番（笹生あすか） 

まだこれから始まることなので、少しでも子どもたちの学習に役立てて学びの保障ができるよ

うに、私自身もいろいろ勉強していきたいと考えます。２件目の２点目、道の駅きょなんの公衆

Ｗｉ－Ｆｉが繋がらないということを聞いています。以前私自身も試してみたのですが、できま

せんでした。 

メンテナンスや契約はどうなっているのでしょうか？また、この公衆Ｗｉ－Ｆｉ利用に町はい

くら支払っていますか。 

○議長（青木悦子） 

   地域振興課長。 

○地域振興課長（飯田浩） 

はい。メンテナンスおよび契約につきましては特に保守契約等はしてございません。故障等の

際にはですね、実費を払って、修理の方を行っているという状況になります。利用の使用料とし

て月８千円弱の支払いがなされております。 

また繋がらないということで、そういった声を数件伺っておりますので、町の方としましても、

観光案内所内にですね、Ａ３の大きさの操作手順のリーフレットっていうんですか、そういった

ものもご用意させていただいて、それらを見ながらやっていただけると、繋がるということは確

認をしております。 

○議長（青木悦子） 

   はい、笹生あすか議員。 

○１番（笹生あすか） 

このＡ３の操作手順の用紙見ながらいろいろやってみたら、先週ぐらいから繋がるっていう声

も私も聞かれて、私はまだ試してないのですけれども、こうやって少しでも多くの方が利用でき

るように工夫していただけて助かります。これから答弁でもありましたけれども、そのインバウ

ンド対策、訪日外国人とか、あと移住定住の促進対策としても、インターネットの高速大容量通

信っていうのを提供できる環境整備っていうのは必要不可欠となります。ぜひ積極的に進めてく

ださい。 
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以上で質問は終わります。 

○議長（青木悦子） 

   以上で笹生あすか議員の質問を終了します。 

ここで暫時休憩します。１１時１５分からと致します。 

 

 

…………… 休憩・午前１１時１５分 …………… 

…………… 再開・午前１１時２５分 …………… 

 

 

◎４番 大塚 昇 

 

○議長（青木悦子） 

  休憩前に引き続き会議を再開します。 

 大塚昇議員の質問を許します。 

  ４番、大塚昇議員。 

〔ベルが鳴る〕 

○１番（大塚 昇） 

次の一件について質問する。 

地域の防火防災対策について、火災の消火活動や、災害が起きた場合、消防団が出動する。消

防団は普段から地域に密着し、地域防災力の中核であり、地域社会において共助の役割を担って

いる存在でもある。消防団員は、他に職業を持つ地域の住民でありながら、日常の防火・防災活

動を行いながら、訓練を積み、住民を指導している。 

また、災害が起きたときには、人命救助・防災防除活動などに出動する。近年、消防団を取り

巻く環境は厳しさを増しており、様々な課題が指摘されている。 

そこで、消防関係における、次の３点について質問をする。 

１、消防団組織の現況と編成の課題は。 

２、消防団員の確保が課題となっているが、消防出動において不都合なく即応できたか。 

３、コロナ禍において年末・年始の消防活動の影響と対応は。 

以上。 

○議長（青木悦子） 

大塚昇議員の質問について、町長から答弁を願います。 

  白石治和町長。 

〔町長 白石治和 登壇〕 

○町長（白石治和） 
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大塚昇議員の一般質問に答弁致します。 

地域の防火・防災対策について、お答え致します。 

ご質問の１点目の、消防組織の現況と編成の課題は、についてでございますが、鋸南町消防団

条例及び同規則に規定する消防団組織及び定数については、団本部として団長１名、副団長３名、

計４名を筆頭に、町内全域を管轄する本部付女性団員が２５名、勝山全域を管轄する第１分団員

が５５名、佐久間全域を管轄する第２分団員が４０名、大六・江月・吉浜・大帷子下の区域を除

く、保田地区全域を管轄する第３分団員が４５名、大六・江月・吉浜・大帷子下の区域を管轄す

る第４分団員が３０名、合計１９９名とされております。 

団の編成としては、役場総務企画課内に指揮監督する団本部を設置し、その下に町内全域を担

う本部付女性団員、町内を４地区に分割して管轄する４個分団が設置されまして、災害や火災等

の対応にあたっているわけであります。 

ただし実団員数ともなると、現状では条例定数を満たしておらず、令和２年４月１日現在の実

団員数にあっては、団本部が４名、女性団員が１３名、第１分団員が４２名、第２分団員が３４

名、第３分団員が２９名、第４分団員が３３名、合計１５５名となり、条例定数に比べ、４４名

少なく、団員数は年々、減少傾向にあるというのが現状であります。 

議員ご指摘のとおり、団員確保については、各分団ともに苦慮しているところであり、今後、

消防団を維持していく上で、大きな不安材料といえます。そのため、消防委員会或いは消防団本

部、各分団において、団員確保のための検討を重ねているほか、消防団員の環境改善のために、

訓練や諸行事の見直しを図り、団員の負担軽減に努めております。 

また各分団では、退団者の年齢の引き上げや役員を経験した団員が一般団員に戻ることで、団

員を確保しております。更に第３分団においては、退団した皆さんがＯＢ会を発足し、火災時の

消火活動を支援する仕組みなどを構築しています。平成１１年に発足した第３分団ＯＢ会の取り

組みは、総務省の提唱に基づき、南房総市で令和元年４月に発足した、機能別消防団員に先んじ

た仕組みであり、分団活動の大きな支えとなっているところであります。 

次に現有車両の状況ですが、指令車が１台、水槽付消防車が５台、可搬ポンプ積載車が１台、

救助資機材搭載の可搬ポンプ積載車が１台の計８車両が配備されております。特に水槽付消防車

は、消火活動の際に、水利からの中継体制を確立させるまでの僅かな時間さえも無駄にすること

なく、初期消火が行える車両として、昭和５７年度から導入を開始以来、計画的に配備を行い、

現在は、町内各団にて保有をしている状況であります。 

ご質問の２点目の、消防団員の確保が課題となっているが、消防出動時において不都合なく即

応できたか、についてでございますが、令和２年３月２８日土曜日、勝山漁協付近の内宿区内で

発生した建物火災の際の出動状況を用いて申しますが、共同指令センターへの通報時刻は、１４

時５７分でした。鋸南分署が１５時５分に現着し、火元付近においてタンク水にて放水、追随し

て、分団車両の全７台が現場に参集し火元付近の３か所の消火栓と海から水利を確保後、合計３

６本のホースを展張し、消火活動を実施致しました。消火活動に参集した団員は、９２名と報告
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されています。 

ここ数年の平均的な火災出動団員数は、概ね１００名前後であります。町外に出かけている可

能性の高い、土曜日の昼間におきた火災だったことから、参集団員は若干少なめだったかもしれ

ません。 

１０年前の類似の火災では、参集人員は概ね１１０名程度でありますので、１０名前後は減少

していると推測されます。鎮火時刻は、１６時６分、概ね消火活動に要した時間は、１時間程度

でありました。火災発生直後は、西の強風の影響が懸念され、近隣の家屋への延焼が心配されま

したが、幸いにも強風も弱まり、懸命な消火活動の結果、火元建物のみの半焼に食い止めること

ができたわけであります。特に支障なく消火活動が実施できたと考えております。また近年の火

災出動においても、常備消防との連携を図る中で、適切かつ迅速に消火活動がなされているもの

と認識をいたしております。 

１２月９日に発生した市井原地先の建物火災においても、常備消防との連携により、消火活動

を行い、延焼を防ぐことができました。昔と比べ、消防を取り巻く状況は、車両本体へのタンク

水の積載、そしてまたポンプ性能の向上、機器の操作性の向上、無線通信機器の活用などのハー

ド面の機能アップとともに、常備消防側でも、平成２５年４月から県内全域の共同指令センター

の運用開始、平成２７年４月から現場統制と安全性の向上の観点から指揮隊を設置、その他、分

署間の連携強化を行い、体制の効率化を実施しております。また建物そのものの耐火性の向上も

あいまって、消防に関する環境は、飛躍的に向上し、過去に起きたような大火につながる可能性

は少なくなったと考えております。 

ご質問の３点目の、コロナ禍において年末年始の消防活動の影響と対応は、についてでござい

ますが、年末・年始の消防活動予定としては、１２月２８日から３０日に、歳末夜警が予定され

ておりますが、時間の短縮とともに必要最小限の人数で実施予定であります。 

明けて、１月９日に予定しておりました、恒例の消防出初式は、新型コロナウイルス感染症拡

大防止の観点から止む無く中止とさせて頂き、消防団及び消防関係者によりまして、表彰式のみ

を執り行う予定であります。定期的な試運転や１２月から２月までの夜警等については、時間の

短縮、分団内でのローテーション、役員対応など必要最小限の人数によって、分団の裁量で工夫

して実施している状況であります。 

このコロナ禍において制約のある状況ではありますが、地域住民の生命、財産を守るため、消

防団活動が停滞することなく、円滑に進むよう、団本部、各分団との連携を密にして進めて参り

たいと思います。 

以上で、大塚昇議員の一般質問に対する答弁と致します。 

○議長（青木悦子） 

  大塚昇議員、再質問はありますか。 

 大塚昇議員。 
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○１番（大塚 昇） 

再質問、一つ目の消防組織の現況と編成の課題は、についてですが、今、消防団組織及び定数

編成、実団員数、現有車両の状況の答弁をいただき、また、団員確保の問題点を聞きました。 今

後も消防委員会、あるいは消防団本部、各分団において、主要な活動の１つになっている消防操

法大会を含めた訓練や諸行事の見直しを図り、検討を重ね、消防団員の環境改善に努めてもらい

たい。 

消防団の歴史は江戸時代、徳川幕府第８代将軍徳川吉宗が江戸南町奉行の大岡越前に命じ、町

火消し、いろは４８組を、設置させたことが今日の消防団の前身であると言われている。消防団

は日本にしかない組織であり、日本人の貴重な財産であると思う。現在は法律、消防組織法によ

り規定されており、第６条において、市町村はその区域において消防を十分に果たすべき責任を

有すると定められ、町行政に消防の責任があると言っている。 

そこで、将来の消防団の編成替えについての質問。消火において１番重要と思われるのが、火

災発生警報サイレンと同時に、団員が４分団基地、消防車両に集合して火災現場に向かう機動性

と、火災現場での消火水パワーと思うところですが、それを踏まえて、団員定数不足が続いてい

る状況では、機動性、精鋭化、効率化する編成を考える時期ではないか。以上。 

○議長（青木悦子） 

   はい、総務企画課長。 

○総務企画課長（平野幸男） 

はい、それでは編成替えについてのご質問にお答えしたいと思います。 

町長からの答弁の通り、団員の確保は困難をきたしている状況にございます。しかしながら、

現状では消火活動等に支障をきたしている状況にはございませんので、町として具体的な方針を

示しているということはございません。 

しかしながら、将来的には消防団を維持していくための具体的な方策について検討が必要にな

ってくるものというふうに思っております。消防委員会あるいは消防団の本部、分団長等の会合

の中で時期を見て分団の編成替え、あるいは総務省が提唱しております機能別消防団員の導入な

どについて検討の機会を設けていきたいというふうに考えております。 

○議長（青木悦子） 

はい、大塚議員。 

○１番（大塚昇） 

二つ目。定員不足の中で、消防出動において速報できたかについて。近況の火災において、特

に支障なく消火活動が実施できており、常備消防との連携を図る中で、適切かつ迅速になされて

いるとのこと。そして、消防を取り巻く状況は車両への積載水量とかポンプ性能や機器の操作性

の向上、それと無線通信の機能アップがあり、常備消防側でも共同指令センターの運用、指揮隊

による現場統制と安全性の向上、分署間の連携強化で体制の効率化を実施して、消防環境は団員

不足を除き、向上をしているとのこと。何よりです。 
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そこで質問。先日１２月９日、市原の建物火災全焼についてですが、常備消防との連携により、

消火活動を行い、延焼を防いだと答弁をもらいましたが、現場に駆けつけた常備消防を含めた消

防分団車の到着順番と、何か今の時点で反省点はあったかどうか。以上。 

○議長（青木悦子） 

はい、総務企画課長。 

○総務企画課長（平野幸男） 

はい、１２月９日の火災についてお答え致します。 

当日午前７時８分に通報のありました建物火災でございます。この時消防団員の出動は９０名

ほどでございます。火災の発生からですね、通報まで時間が経過していたことから、残念ながら

建物は全焼となりましたが、この時全ての消防車７車両が出動致しまして、鋸南分署、それから

長狭および犬掛分遣所の消防車と共に中継に入りまして、迅速な消火活動がなされたというふう

に報告を受けております。鎮火が通報から約２時間後の９時１８分でございます。平日早朝の火

災でありまして、出勤途中の団員もおり、参集が心配されましたが、適切に対応できたものと判

断しております。 

具体的に消防車両の配置でございますが、火元には地元３分団の車両が着きました。その後、

常備消防である鋸南分署、それから長狭分遣所の車両が中継に入り、鋸南分署については直接火

元の方に放水をしております。その際町長の答弁にありましたが、本部、指揮所も設け指揮隊も

到着しております。それから水利は防火水槽と、それから県道の消火栓でございますが、それぞ

れ各分団が中継に入りまして、連携を図ったというふうに報告受けております。 

○議長（青木悦子） 

はい、大塚議員。 

○１番（大塚昇） 

第３分団が最初ってことで。すると要望として、消化活動等の危険や迅速性を求められる現場

では結果が良いようでも反省点があるものです。小さなことでも、それの原因を掘り下げて修正

することが、事故や怪我を未然に防ぐことになります。詳細な報告を分析して、問題点を見つけ

出すことが重要だと思います。 

それと、住民側からすると大切なのは、防火、火の用心ですが、全国ニュースでも時々ありま

すが、出火に気付くのが遅れたのか、痛ましい火災事故もあります。火災発生の場合、１１９番

通報、怪我人の救助手当、それと消防車が来るまでの消火栓などによる初期消火であるが、体で

覚えている方はその場になって自然に行動できるものです。あるいは小さな質問からでも、防火

防災の意識の促進になり、緊急の場合、訓練と経験、知識が役に立ちます。 

そこで提案ですが、実施したこともあるとは思いますが、鋸南町総合避難訓練を終わった後に

でも、区長さんや各自主防災組織から要請があれば、１ヶ所でも２ヶ所でも良いので、初心者向

け、消火栓を使った訓練をやってみたら。あるいは住むところにもよりますが、自宅から一番近

くの消火栓、消火栓ボックスを、経緯を確認して帰るなど、何か実施していることだとか、今後
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やろうとしていることはあるか。以上。 

○議長（青木悦子） 

はい、総務企画課長。 

○総務企画課長（平野幸男） 

はい、大塚議員からのご提案でございますが、消防団が火災現場に到着するまでの間の初期消

火ということでございまして、大変火災の被害を最小限に抑えるということで重要であると思い

ます。総合防災訓練の後の消火栓の訓練実施ということでございますが、これは過去にも地域の

要請がありまして、訓練指導を消防団が行ったという経緯がございます。 

また総合防災訓練以外でもですね、区長さんや自主防災組織からの要請に基づきまして、各分

団が都度、訓練指導を行っておりまして、この訓練については今後も続けていく方針でおります。 

これは、地域の皆さんが大勢集まります総合防災訓練でございますので、その後に皆さんにそ

の消火栓の使用方法等習っていただくというのは大変望ましいご提案だと思います。 

ただ、指導する側の分団についても、限りがございますので、各地区で一斉に訓練を実施とい

うのはなかなか難しい現状ございまして、地域を順番に分けてですね、実施をした経緯もござい

ます。今後区長会等を通じまして相談をして参りたいと思いますので、よろしくお願い致します。 

○議長（青木悦子） 

はい。大塚昇議員。 

○１番（大塚昇） 

３番目の、コロナ禍において年末年始の消防活動の影響と対応についてですが、年末年始の消

防活動の対応を聞きました。現在地域では、新型コロナ感染症は発生していませんが、感染症は

早期発見、隔離治療と蔓延防止が重要ですが、消防活動においても、今は新型コロナ感染症にか

からないこと、拡大させないことが優先です。万一火災発生時には、いつも通りの消火活動がで

きること、団員不足でも、マンパワーの保持、この感染防止ができている状態が重要です。そこ 

で年末年始、団員に対して、感染症について何か注意を促しているか、以上。 

○議長（青木悦子） 

はい、総務企画課長。 

○総務企画課長（平野幸男） 

新型コロナウイルスの感染症対策につきましては、発生からですね今年１年間ですね、消防団

本部および分団役員によりまして何度か会議を重ねまして、その対策について検討をしてまいり

ました。歳末夜警や翌年の出初式についても、消防団本部、分団長会議において会議を行いまし

て、消防団としてのですね、意見統一を図ったところでございます。 

まず歳末夜警については、車両内での感染防止を図る観点から、夜警の周回数を減らすなど車

両の運行時間短縮を図ります。また乗員数についても３名程度と最低限の人数をすることとして

意見統一を図りました。 

その他、詰所での待機時間や人数を減らすなど感染対策を講じてまいる予定でおります。 
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町長からの諸般の報告でもございましたが、恒例の出初式については、消防関係者による表彰

式のみ実施するということで決定を致しました。また分団、それぞれ飲食等をする機会がござい

ますが、これについても当面の間、自粛をするよう本部の方から要請をしたところでございます。 

○議長（青木悦子） 

はい。大塚昇議員。 

○１番（大塚昇） 

それと最後に地域でも年末年始は人が集まる機会が多く、乾燥、強風時期でもあり、火災の危

険性があるが、今年はどのような防火対策をするのか、以上。 

○議長（青木悦子） 

はい、総務企画課長。 

○総務企画課長（平野幸男） 

はい、先程議員の方からもお話があった通り、消火活動については変わりなく実施を致します。 

また年末年始の対応については、ただ今申し上げた通りですが、通常の訓練につきましては、

これ先程町長答弁にもありました通り、分団でそれぞれ工夫をしてということでございますが、

できるだけ人数を減らしてでも、消火栓の確認、また通常の訓練等につきましては、人数を減ら

す中で実施をしていきまして、団の士気等がですね、下がらないように努めていきたいというふ

うに思っております。新型コロナウイルスの感染拡大防止を踏まえつつですね、できるだけ通常

の活動を維持していくということを基本として考えております。 

○１番（大塚昇） 

わかりました、終わりです。 

○議長（青木悦子） 

はい。以上で大塚昇議員の質問を終了します。 

ここで、暫時休憩します。再開は午後１時３０分からとします。 

 

 

…………… 休憩・午後０時１０分 …………… 

…………… 再開・午後１時３０分 …………… 

 

     ◎３番 竹田 和明 

○議長（青木悦子） 

休憩を解いて、会議を再開します。 

竹田和明議員の一般質問を許します。 

 ３番、竹田和明議員。 

〔ベルが鳴る〕 
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○３番（竹田和明） 

私からは第二期君津地域広域廃棄物処理事業につきまして質問させていただきます。 

現在進んでおります鋸南町を含む7自治体の共同事業として進めている、広域廃棄物処理事業

の運営期間ですが、令和９年４月から２０年間とされています。７自治体が処理委託する契約金

額は総計８２０億円と巨額になっております。当該事業会社の資本金が２０億円、このうち３５％

相当の７億円を７自治体が出資し、鋸南町はそのうち６５００万円を出資することとされていま

す。 

当該契約における費用対効果およびリスクについて、質問をしたいと思います。 

まず１点目ですが、事業契約締結に関する鋸南町以外の６市議会の議決状況、事業系ごみ受入

れに関する検討状況、その他事業の進捗状況はどうか。 

２点目、自治体ごとの出資金額の負担割合には人口割が反映されてはおりますが、鋸南町の人

口１人当たりの負担が極端に大きくなっております。これは一人当たりで比較した場合の数字が

非常に大きくなっているということですが、また、将来の人口減少も鋸南町が最も顕著な状況に

ありますので、人口一人当たりでみたリスク負担が過大ではないのか、というのが２点目の質問

になります。 

３点目ですが、当該事業会社において特別損失が発生した場合、その負担割合は未定とのこと

で聞いておりますが、株主平等原則が法定されていることからして、その負担は出資比率に応じ

て行うことになると考えるのですが、この点どうでしょうか。 

またＰＦＩ方式によれば、特別損失に関しては、民間会社である事業者、今回は日鉄エンジニ

アリング株式会社グループの負担はなく、７自治体が全て負担することになるのかということに

ついて質問致します。 

４番目ですが、７自治体の協議会で、事業開始前の費用負担は均等であるとされていることに

についてですが、ごみ処理量の割合は鋸南町は僅か１．４８％に過ぎません。それにもかかわら

ず、当町がこれを均等に負担するのは不当ではないかという点を質問致します。また、今後発生

する施設の地元対策費であるとか、防災拠点機能整備費等が予定されておりますが、これらの費

用についても均等負担となるのか、更にその概算想定額はいくらを予定しているかについて質問

致します。 

最後５番目ですが、温暖化ガス排出量を２０５０年にゼロにするという政府方針が今般示され

ました。今回採用するシャフト炉式ガス化溶融方式ではコークスを助燃材として大量に使用する

ということなのですが、この政府方針との関係で当該事業への影響はどうか、という点を質問い

たします。 

私からの質問、一回目は以上になります。 

○議長（青木悦子） 

竹田和明議員の質問について、町長から答弁をお願いします。 

白石治和町長。 
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○町長（白石治和） 

竹田和明議員の一般質問に答弁致します。 

第２期君津地域広域廃棄物処理事業についてお答え致します。 

第２期君津地域広域廃棄物処理事業については、９月の議会定例会におきまして、特定事業に

係る契約の締結及び補正予算において事業出資金の議決をしていただき、令和５年度に施設建設、

令和９年度の供用開始に向け、各種協議により準備を進めているところであります。 

ご質問の１点目の、事業契約締結に関する６市議会の議決状況、事業系ごみ受入れに関する検

討状況、その他事業の進捗状況はどうか、についてでありますが、事業契約締結につきましては、

６市においても９月議会定例会において、議決されたことから、事業者である株式会社 上総安房

クリーンシステムと７自治体との事業契約を９月２９日に締結したところであります。 

なお事業者から提案のあった業者のグループ会社から排出される事業系ごみの受入れについて

は、事業期間の２０年間で約８億円程度のコストメリットがあるとされておりまして、７自治体

の負担低減に繋がることから、受入を前提に協議を重ねております。 

事業の進捗状況についてでありますが、株式会社 上総安房クリーンシステムでは、新施設の建

設及び運営・維持管理計画等が、県条例において必須事業となっている、第２期君津地域広域廃

棄物処理事業に係る環境影響評価に着手しておりまして、現在は、調査方法を記載した方法書の

縦覧を県庁・富津市役所及び君津市役所の３箇所で行っているところでございます。また調査が

実施される富津市、君津市において、年内に３回の住民説明会が開催されております。 

ご質問の２点目の、自治体ごとの出資金額の負担割合には人口割が反映をされているものの、

鋸南町の人口１人当たりの負担が極端に大きい。また将来の人口減少も鋸南町が最も顕著であり、

人口一人当たりでみたリスク負担が過大ではないのか、についてでありますが、７自治体の事業

者への出資額については、重要な決議事項に対し影響力を確保できる全体の３５％とし、資本金

総額２０億円の内７億円を７自治体で出資することといたしました。７自治体の各市町の出資割

合については、各自治体が株主の基本的権利として、全体に対し総会招集請求権、役員解任請求

権等を持つことのできる３％を保有することとし、各自治体あたり６千万円、７自治体で４億２

千万円、残り２億８千万円を人口割とし、結果 本町では全体の３．２５％を保有し、６５００万

円の出資額となりました。 

仮に、７自治体で人口割とした場合、本町では１．８％となり、基本的な株主権限は保有しな

いこととなり、自治体により権利の不均衡が生じることになるため、基本的権利分及び人口割分

の併用といたしました。構成自治体の中での、鋸南町の１人あたりの負担額は大きいものの、自

治体としての権利を有するための負担割合となっておりますので、ご理解をお願い致しと思いま

す。 

ご質問の３点目、当該事業会社において特別損失が発生した場合、その負担割合は未定とのこ

とであるが、株主平等原則が法定されていることから、その負担は出資比率に応じて行うことに

なると考えるがどうか。またＰＦＩ方式によれば、特別損失に関しては、民間会社である事業者、
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日鉄エンジニアリング株式会社グループの負担はなく、７事業体がすべて負担することになるの

か、についてでありますが、本事業において特別損失である増加費用については、当該費用が発

生した事由に応じて、その原因者が増加費用を負担することになります。事業者から設計、建設

業務を請負う建設業者及び営業務を受託する運営事業者が、各業務の履行責任を負いますので、

各事業者に起因して発生した増加費用は各事業者が負担します。 

その他、特別な事案としては施設建設及び稼働中の事故や設備の故障等については、各種の損

失が考えられ、負担については様々な事案、要因が考えられますので、発生事案により、都度７

自治体と事業者等と十分な協議により対応していくこととなりますが、本事業においては、仮に

７自治体が負担をする場合においても、出資比率により責任を負うという概念は無く、実際の負

担については、７自治体で十分な協議により決定していくこととなると考えます。なお君津地域

４市の現事業である、かずさクリーンシステムにおいては、平成１４年度に供用が開始されて以

降、施設稼働に支障をきたす大きな事故又は故障等は無く、順調に稼働しております。 

ご質問の４点目、７自治体の協議会で、事業開始前の費用負担は均等であるとされている点に

ついて、ごみ処理量の割合はわずか１．４８％に過ぎない当町がこれを均等に負担するのは不当

ではないか。また今後発生する、施設の地元対策費や防災拠点機能整備費等も均等負担となるの

か、さらにその概算想定額はいくらかについて、でございますが、安房地域２市１町では、君津

地域４市で進められていた、第２期君津地域広域廃棄物処理事業に参画し、当該事業を実施して

おりますが、君津地域４市では従前から４市の事業についても、事業開始前の準備費用に該当す

る経費は均等で負担、供用開始後は事業費に応じた割合とすることとされております。 

君津地域４市では各市の人口には大きな差があるものの、この広域廃棄物事業の他、火葬場の

整備運営事業においても、同様の負担方法にて事業が実施されており、安房地域２市１町が事業

に参画する上で、君津地域４市の従来事業との整合性と、自治体規模の格差はあるものの、自治

体単位で１つの事業に参画するという観点から、準備費用は均等割りと致しました。 

なお事業開始後は各自治体がごみ処理量による事業費負担となるため、本町でのごみ処理量は

全体の約１．４８％と推定しており、７自治体では最も少なく、準備費用の経費負担を勘案して

も、それらを上回る大きなメリットと考えます。また地元対策費等については、一般的には道路

整備や集会場施設の建設などが行われる場合がありますが、現在では未定であることから、事業

費、負担割合は一切決まっておりません。 

今後、地域より要望があると考えますので、要望内容、事業費、負担割合等を７自治体におい

て慎重に検討していきたいと考えます。 

ご質問の５点目の、温暖化ガス排出量を２０５０年にゼロにするという政府方針が示されてい

る、今回採用するシャフト炉式ガス化溶融方式ではコークスを助燃材として使用するわけであり

ますが、当該事業への影響はどうか、についてでありますが、地球温暖化対策に向けた国内の二

酸化炭素等の温室効果ガスの削減目標について、菅首相の所信表明演説において、明確な目標年

度は初めて２０５０年に実質ゼロ実現が表明されました。今後、政府は目標達成に向けて、再生



 

 

 

- 28 – 

                       令和２年第７回鋸南町議会定例会（１２月） 

 

 

可能エネルギー導入などの議論を加速させる方針であり、企業などの更なる対策の強化が求めら

れていくと考えます。 

近年、廃棄物処理分野でも地球環境問題への関心が高まっており、地球温暖化の観点では一層

の二酸化炭素排出量の削減が求められており、議員ご指摘の、シャフト炉式ガス化溶融方式は、

炉の内部において助燃材であるコークスを利用し、燃焼させ、安定溶融を確保すると共に、熱分

解・ガス化の促進により、多様なごみの処理が可能な廃棄物の処理方式であり、コークスを多量

に使用することから、少なからず二酸化炭素の排出量の増加につながっております。 

第２期君津地域広域廃棄物処理事業では、廃棄物処理の環境への配慮と脱炭素社会の貢献に着

目し、コークス使用量の削減、発電効率向上等を実現化した、低炭素型シャフト炉を採用してお

ります。低炭素型シャフト炉とは、従来のシャフト炉の特徴を継承しつつ、ごみ自体の持つエネ

ルギーを最大限活用し、炉の内部を改良して高効率化をすることにより、熱源としてのコークス

使用量を大幅に削減できる、改良型のシャフト炉でございます。低炭素型炉になることで、現事

業であります君津地域４市のかずさクリーンシステムと比較して、コークスの使用量を５０％以

上削減することができ、二酸化炭素排出量を低減することに繋がり、国が示す指針に則った施設

であると考えております。今後においても、環境に配慮した事業展開がされていくものと考えて

おります。 

以上で、竹田和明議員の一般質問に対する答弁と致します。 

○議長（青木悦子） 

竹田和明議員、再質問はありますか。 

はい、竹田和明議員。 

○３番（竹田和明） 

当該事業が順調に他の自治体でも議会で承認をされて進められているということで理解致しま

した。それとこの出資比率につきましてもちゃんと理由があるということは、今のご説明で理解

できました。当町として株主招集権であるとか、発言権を確保するためにこういった出資比率に

なっているということで理解をいたしました。 

再質問ですけれども３番目に質問した特別損失が発生した場合の、その負担についてになりま

すけれども、ご説明では、その過失割合に応じた負担を行っていくと、要は債務不履行があれば

その過失の割合に従って費用を負担するんだというようなご説明でしたけれども、昨今相次いで

いる自然災害のようなですね、不可抗力によるその損害というのは、誰かどっかの事業者の過失

によって生じた損害ではないわけで、そういった懸念というのは昨今の自然災害の増加からして

もですね、非常に高まっていると思います。 

こういった不可抗力による損害が発生したときに事業規模が非常に大きい事業ですから、その

ときに当町としてもですね、損害を負担することにおそらくなるのだろうと、いうことなんです

けれども、そのときの分担といいますか、負担割合というのが、出資比率に応じて決められると

いうことになると、１人当たりの負担、町民１人当たりの負担額という点で他の自治体に比べて
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ですね、非常に負担が大きくなるというようなことが懸念されるわけで、この点、要するに不可

抗力による損害の発生があった場合のリスク分担をどのように行うのか、こういった分担につい

てはですね、その損害が発生してから協議するということではなくて、リスクの規模が非常に大

きくなりますので、事前にこの点は協議して、どういった分担になるのかというのをあらかじめ

決めておくべきじゃないかということを考えるわけですが、この点いかがでしょうか。 

○議長（青木悦子） 

はい、建設水道課長。 

○建設水道課長（平嶋隆） 

はい、それでは特別損失といいますか不可抗力のですね、の場合のですね、損失の負担につい

てということであると思うのですが、先ほど町長答弁にもありましたが通常のですね、特別損失

等の追加費用については、通常はですね、事業者等の原因者によってですね、増加費用の負担を

することとしてしておりますが、自然災害等も含めたですね不可抗力による損害の場合について

は、これをですね事業者が想定とか管理することは困難だと思いますので、通常こういう場合に

はですね、他のＰＦＩ事業と同様にですね、本事業においても基本的には公共側であります７自

治体が原則負担をすることになると思います。 

ただしその前提としてですね、この事業者がですね、非常時の対応の業務計画やですね、７自

治体の指示によって必要な対応を取ってですね、７自治体が適切と判断したことを条件としてい

るところであります。自然災害への対応はですね、について事業者は７自治体と相互協力により

ましてですね、必要な対策および対応等をとることも事業者の責務の一つとなっています。 

最後にですね、ご質問いただきました７自治体の中のですね、負担割合ということであります

がこれについてはですね、現在では出資割合でいくのか事業費割合でいくのか、また人口割でい

くのかその辺はですね協議はしておりませんので、今後ですね、事業を進めていく中でですね、

検討していくことも必要であると思いますのでその辺もですね、各協議の中でですね、していく

ものと思われます。以上です。 

○議長（青木悦子） 

はい、竹田和明議員。 

○３番（竹田和明） 

はい、リスクの負担については今後、検討されるということですので、是非ですね、事後にい

きなり大きな負担がということではなくて、事前に当町の状況にあった協議をですねぜひよろし

くお願いしたいと思います。 

次に４点目に質問したですね件になりますが、今回提示されたオプションについてですけれど

も、このオプションというのは事業系ゴミを受け入れることによって、約８億円のメリットがあ

るということについての今評価を行っているわけですが、この評価に関わるいわゆる業務委託費

が発生していると。それが７自治体均等、等分に負担するということになっているわけですが、

８億円のメリットがあるということは、逆に見ればデメリットもあるんではないかということで、
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というのは、８億円のメリットがもう明らかにあるのであれば、当初提案からですね、この８億

円の提案がこの日鉄エンジニアリングからあっても然るべきなのが、当初提案にはなくて、これ

はオプションとして提示されてるということであれば、８億円のメリットがある一方でデメリッ

トというのもあるんじゃないかということが気になるわけですが、この点いかがなんでしょうか。 

○議長（青木悦子） 

はい、建設水道課長。 

○建設水道課長（平嶋隆） 

はい、オプション提案のことになりますが、これについてはですね提案のときにですね、あっ

たわけなのですが、２０年間で約８億円のメリットということになりますが、現在この提案につ

いてですね、精査をしているところでありますが基本的にはですね、今回受け入れを検討する事

業系ゴミは今のですね、君津４市で行っております、かずさクリーンシステムにおいてもですね、

受け入れをしている状況でありまして、実績のあるものであります。現在でもですね、受け入れ

に伴う、トラブル等は発生していないことからですね、今現時点でのですね、検討状況では問題

となるデメリットはないということで考えております。 

またこれについてはですね、当初からそういったものもあったのではないかというようなお話

なのですが、事業系ゴミの受け入れはですね、当初この事業に関する、事業要件で求めていたも

のではありませんので事業者よりですね、７自治体の負担低減のために積極的にですね、後から

提案があったものでありますので本提案がですね、７自治体では相応のメリットがあると考えて

いるためですね、現在検討をしている状況であります。以上です。 

○議長（青木悦子） 

 はい、竹田和明議員。 

○３番（竹田和明） 

はい、そうすると現在のところ、この８億円のメリットに対するデメリットというのは特に想

定をされていないということになりますか。 

○議長（青木悦子） 

はい、建設水道課長。 

○建設水道課長（平嶋隆） 

はい、そうですねこのデメリットと今の現状ではですね、この提案されている８億円というそ

の金額がですね、金額についての精査とかをしている状況でありまして、その中においてもです

ね、デメリットとなることについてはですね、現在では検証してないわけではないのですけども、

現在ではですね、そういったものはないということで考えています。 

○議長（青木悦子） 

 はい、竹田和明議員。 

○３番（竹田和明） 

わかりました。今回シャフト炉式ガス化溶融方式を採用したということなのですけれども、こ
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の方式はスラグメタル等の資源化率が高いとされていまして、特にこの事業者として今回決まっ

た日鉄エンジニアリング、これは新日鉄っていうことでしょうけれども、要するにこの事業者に

とって非常に有利な方式といいますか、今回のオプションも含めてですね事業者にとって非常に

メリットがある計画だと思います。 

気になる点というのは、要するに、この新日鉄という巨大な企業があって、その他、この事業

に参加しているのが、例えば木更津市だとかですね、当町と比べるとかなり規模の大きい自治体

が入っておりますし、さらにこのオプションの評価を委託している専門の会社というのも、西村

あさひだとかですね、そうそうたるメンバーの会社が揃っていると。そういう中で先ほどの出資

比率にしてもですね、何か当町にとってのことを十分検討されているのかどうかっていうところ

が気になっている点で。なかなかその全体のデザインがもう、なんて言うのですかね。グランド

デザインが出来上がっている中で、鋸南町としての主張といいますか、そういうものがしづらい

状況にあるのではないかという点がですね、気になるところなのですが。要するにこのシャフト

炉式ガス化溶融方式を採用したり、あとはこの事業者を日鉄エンジニアリングにしたりとかです

ね、出資比率をほぼ何て言うのですかね、均等にというか６５００万の出資比率を、出資をする

ということについて、もうグランドデザインがある中で、当社があまり交渉する余地がないまま

決められたことではないかという点、そんなことないのだと思いますけれども、この点について

質問したいと思います。 

○議長（青木悦子） 

はい、建設水道課長。 

○建設水道課長（平嶋隆） 

はい、初めにですねシャフト炉式というお話もありましたが、この事業を開始、募集する中で

ですね、初めからシャフト炉式のみでですね、事業を実施の要求書を作ったわけではなくてです

ね。例えばストーカ式とかですね、流動床式等ありますんで、それらを提示した中でですね、最

終的に事業者選定委員会の中でですね、シャフト炉式ということで選ばれたというものでありま

す。 

またですね、概ねグランドデザインが決まって、出資比率とかですね、その他のものについて

もグランドデザインが決まっていて、それに鋸南町ただ当てはまっただけじゃないかというよう

なお話もあるのですが、出資比率等についてはですね、いろいろ協議をさせていただいて、この

比率になったということがありまして、実際にはですね、当初は均等割とかですね、もっと大き

なものもありました。 

今一部ですね、町の方も要望させていただいて、この出資比率になってですね協議会でご協議

いただいて、こういうような形になりましたので、全くですね、鋸南町の主張が何も通っていな

いというものではないことでありますのでご理解いただきたいと思います。以上です。 

○議長（青木悦子） 

  はい、竹田和明議員。 



 

 

 

- 32 – 

                       令和２年第７回鋸南町議会定例会（１２月） 

 

 

○３番（竹田和明） 

はい。これまでもいろいろ検討されて、鋸南町としての立場を説明されて今に至っているとい

うことで理解を致しました。ただ今後もですねリスクの分担等についての協議が行われると思い

ますので、ぜひ町の立場に立って主張をしていただきたいというふうに思います。 

次の質問ですけれども、地元対策費ですね、これは、当町は人口も処理予定量も相対的にすご

く極めて少ないわけですけれども、自治体間で地元対策費等をどのように負担するかということ

も、この事業メリットを町単独で検討する場合には大きな影響があると、その収支に良いを大き

な影響があると思います。 

そこでですね、その費用負担についてもリスク分担であるとか利害調整の協議等については、

これを早期に行って関係者間の合意を早期に確認しておく必要があるかというふうに思うわけで

すがこの点いかがでしょうか？ 

○議長（青木悦子） 

はい、建設水道課長。 

○建設水道課長（平嶋隆） 

はい、これ地元対策といいますか地域振興策ということで、こういった大きな事業になるとで

すね、そういったものも必要になるかと思うのですが、地域振興策についてはですね、現在のと

ころ事業内容は未定であります。 

今後ですね、地域からの要望が明らかになればですね、７自治体では十分な協議を早期に行う

ということになると思います。なおですね、当町においてもですね、この事業に参画している以

上ですね、当然一定のですね、負担はしなければならないものと考えておりますけども、７自治

体の各市町の負担割合についてはですね、自治体間でですね、今後慎重に協議してですね、いき

たいと考えているところであります。以上です。 

○議長（青木悦子） 

  はい、竹田和明議員。 

○３番（竹田和明） 

はい、今回、地元対策費の他にもですね、防災拠点機能も整備するという話がありますが、話

があるというかそういうことも想定されているわけですが、実際に災害が起きたときに、例えば

電気の供給だとか、熱の供給だとかですね、その周辺設備の周辺ではかなりメリットがあると思

うのですけれども、鋸南町は場所的に離れておりますので、そういったメリットも受けられない

ということですので、完全にその均等での負担ということではなくて、是非ですね、メリットと

その費用負担というバランスをとった形での協議を是非行っていただきたいという要望を申し上

げたいと思います。 

最後の質問になりますけれども、この温暖化ガスについてなんですが、今回の方式を採用する

ことによって６市１町で取り組む広域での取り組みを行うことによって、循環型社会形成推進交

付金、これは交付率が２分の１に引き上げられることを前提として事業を進めて、事業の試算を
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行っているということですが。一方で政府が昨今示した２０５０年までに温暖化、温室効果ガス

の排出量を実質ゼロにするという方針が出ておりますので、当該事業の終了年度が２０４９年に

なりますから、この２０５０年とほぼ同時期になるわけですけど。そういう中でこのシャフト炉

式というのはコークスを大量に使うということになると、この交付率がですね、２分の１ではな

くて、３分の１、当初４市で協議をしていたときは３分の１で試算をされたようですが、３分の

１になってしまうのではないかというところが気になるのですけれども、この点いかがでしょう

か。 

○議長（青木悦子） 

はい、建設水道課長。 

○建設水道課長（平嶋隆） 

はい、交付金についてはですね、項目によって２分の１の部分もありますし、３分の１の部分

もあるということはご理解いただきたいと思います。 

またですね、第２期君津地域広域廃棄物処理事業はですね、先ほどの町長答弁にもございまし

たとおり、低炭素型のシャフト炉方式を採用してですね、環境に配慮した最新技術を採用した事

業であります。現在ではですね、次期事業に関してですね、直近の政府方針によります通達等は

ですね、ない状況でありますが、今後はですね、仮に制度改正があってですね、資金計画におい

て見直し等がある場合も考えられると思いますけども、現在ではですね、現状の交付金制度を前

提にですね、交付金を受け取る方向で関係機関と協議を進めている状況であります。以上です。 

○議長（青木悦子） 

  はい、竹田和明議員。 

○３番（竹田和明） 

はい、巨額な事業になりますので、途中でこの事業をおりるとか、ないしはうまくいかなかっ

たっていうことでは済まされない事業ですから、当町としてもですね、当町の立場で協議を、主

張するところは主張していただいて、ぜひ、とは言っても他の自治体との協調も必要ですから、

そういったことでなにぶん事前の協議をですね今後進めていっていただきたいと思います。 

私からは以上となります。 

○議長（青木悦子） 

はい。以上で竹田和明議員の質問を終了します。 

ここで暫時休憩します。 

再開は、２時２５分とします。 

 

 

…………… 休憩・午後２時２５分 …………… 

…………… 再開・午後２時３５分 …………… 
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◎７番 渡邉信廣 

 

○議長（青木悦子） 

休憩前に引き続き会議を再開します。 

  渡邉信廣議員の質問を許します。 

 ７番、渡邉信廣議員。 

〔ベルが鳴る〕 

○７番（渡邉信廣） 

それでは私から２件の質問をさせていただきたいと思います。 

１件目については、人口減少に伴う空き家対策について、この件について昨年は過去に経験し

たことのない台風災害に見舞われ、既に１年が経過し復興に向けた取り組みが進んでおります。 

被災家屋の解体により空き地も目立つようになり、空き家も増えているように思います。人口

も急激に減少し、住民基本台帳人口では７，５００人を割り込みました。今年は国勢調査の年で

あり、交付税の算定基礎となる国勢調査人口、即ちこれ常住人口ですね、これも７，０００人を

下回ることも考えられます。 

更に世界中がコロナ禍にあり、経済は低迷しライフスタイルも様変わりしましたし、リモート

やテレワーク等ワーケーションによる働き方改革を国は進めております。このような状況の中に

おいて、鋸南町の地の利を活かして、人口減少に歯止めをかけるためにも、空き家対策を積極的

に実施すべきだとこのように思っているところであります。 

ついては３点質問させていただきます。 

１点目、台風後の空き家の状況について。２点目、空き家対策を町としてどのように考えてい

るのか、これ重要なことなのですけれどね。３点目、今後の取り組みについて。 

続いて２件目でございます。農業振興について。 

少子高齢化に伴い農業後継者は少なく、耕作放棄地は増加する現状を踏まえて、町の農業振興

に関して３点の質問を致します。 

１点目、佐久間地区活性化推進協議会が５年間で実施した事業等の成果について。２点目、同

協議会の今後の課題と対策について。３点目、耕作放棄地対策について。 

以上この２件について質問をし答弁を求めます。よろしくお願いします。 

○議長（青木悦子） 

渡邉信廣議員の質問について、町長から答弁をお願いします。 

白石治和町長。 

○町長（白石治和） 

渡邉信廣議員の一般質問に答弁を致します。 

１件目の人口減少に伴う空き家対策についてお答え致します。 

ご質問の１点目、台風後の空き家の状況についてでありますが、町内の空き家の状況について
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は、各区長さんにご協力をいただき、平成２７年に町全域における空き家実態調査を実施し、調

査の結果、町内の空き家総数は７２９件と集計され、その後、町において調査及び分類をし、危

険とされる家屋等については、鋸南町空き家等対策協議会において協議をお願いしているところ

であります。 

空き家の実態調査は、概ね５年ごとに追跡調査を実施することになっていることから、第２期

調査として令和元年度に各区長さんに、再度ご依頼をさせていただき、更なる空き家の調査をお

願いいたしましたが、令和元年度の台風災害の影響によりまして、結果については本年度に跨り

ご報告をいただいております。 

現在は、当初の７２９件及び新規にご報告いただいた空き家の状況と、その中で主に台風等で

滅失された物件を調査し、現在の町全体の空き家数の集計を行っているところでございます。今

年度末を目途に最終集計結果をご報告できるものと考えております。 

ご質問の２点目の、空き家対策をどのように考えているか。ご質問の３点目、今後の取り組み

について、についてでありますが、関連がありますので一括して答弁をさせていただきます。 

平成２７年度から鋸南町の空き家バンク制度を開始したところですが、本年１０月末までの物

件の登録の状況は、制度開始からこれまでの累計で２４件の登録がございました。ただし、所有

者の事情や昨年の台風による被災で取り消した物件が４件ございました。これら登録物件に対し

ての成約は１９件でありました。このように、空き家バンクに登録された物件について、利用を

求める方は多くいらっしゃいますので、登録制度の周知について、更に努力して参りたいと考え

ます。 

これまでの取り組み状況と致しましては、固定資産税の納税通知書に同封している、パンフレ

ットの１面を利用しての制度周知、ポスターを作成して公共施設、道の駅、商工会での掲示、町

報や町ホームページへの掲載、全国版の空き家バンクホームページへの登録を行っておりますが、

これらを継続していき、空き家所有者等のご協力をいただけるように努めてまいります。 

また現在の、鋸南町空き家情報登録制度、空き家バンク設置要綱の中では、物件の所有者と利

用を求める方の、いわゆる物件の交渉等については、町が媒介に関し協定を締結している町内宅

建業者に限られているところですが、今後は、この枠組みを広げて、協定を締結した町外の業者

も可能とするよう要綱の改正を行う予定としているところであります。 

全国的に空き家が増加する中で、近年、空き家を有効に活用する取組として、空き家バンクに

登録された空き家とこれに不随する小規模な農地、いわゆる農地付きの空き家を移住者等に提供

する取組が増えております。農地の流動化を図るためにも有効な対策と考えられます。農地の権

利取得の関係から農業委員会の許可が必要でありますが、空き家バンクへ空き家情報の登録を行

うと同時に、所有農地の申請を受付け、空き家バンクに登録掲載がなされるよう準備を進めて参

ります。 

また、空き家バンクに情報掲載する際には、農地付き空き家であることをわかりやすく表示、

具体的に利用希望のある方には、単に物件情報を提供するだけでなく、現地確認の際の付き添い
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など、きめ細かい対応に努めてまいりたいと考えております。 

２件目の農業振興についてお答え致します。 

ご質問の１点目の、佐久間地区の活性化推進協議会が、５年間実施した事業等の成果について、

ご質問の２点目の、同協議会の今後の課題と対策について、でありますが、関連がありますので、

一括して、農業振興の観点から、答弁させて頂きます。 

佐久間地区活性化協議会は、地域での話し合いを進め、地域にあった農業を模索する事により、

耕作放棄地の増加による多面的機能の低下、集落機能の衰退が懸念されるなどの課題を地域の力

を活用し、持続可能な取り組みを模索するため、平成２８年に設立された地域の協議会であり、

今年で５年目を迎えました。町も協議会と連携して、佐久間地区の活性化だけではなく、町農業

の活性化についても協議を進めております。また協議会の活動を支援して頂くために、アドバイ

ザーとして、安房農業事務所改良普及課、暖地園芸研究所から職員を派遣して頂いています。 

当初、協議会の活動の方向として都市交流施設道の駅保田小学校が新たな農産物の販路として

期待できる一方で、佐久間地区において、高齢化、担い手不足により、自給的農家が増え、集出

荷の手段が途絶える農家が現れる、有害獣被害により、生産意欲が低下するなどの課題に対し、

保田小学校への出荷を前提とした農作物の庭先集荷や農作物の販売促進、地域ぐるみの鳥獣被害

対策の推進に努め、活気あふれる農村集落の創出を図る方向で協議を進めていたと承知しており

ます。 

協議会では協議を進める中、県職員からの助言で、佐久間地区の集出荷の改善だけでは、一時

的な問題の解決であって、根本的な解決にならないとの提案があり、千葉県でも２０年前から提

唱している集落営農の推進の助言をいただき、協議会の中で集落営農の必要性が議論され、活動

の主軸として推進すべき、また農家の生産意欲減退の主な要因となっている有害鳥獣の被害につ

いても、その対策は個人では限界を迎えており、集落ぐるみでの対応が必要であることから、集

落環境診断をはじめとした共同で対応する活動を推進していくべきとの方向性も定まったと伺っ

ております。 

これらは佐久間地区だけではなくて、農業全般の共通課題として、町内に広く周知する必要が

あることから、活性化協議会では機関紙１００年の丘を発行し、町では、これからの農業を考え

ると題し、具体的な事例をあげた印刷物を配布させていただき、地域全体での問題意識、気運の

高まりをつくる機会を創出して参りました。町としても、これまでの協議会での取り組みを参考

としつつ、町農業全般に共通する課題への取り組みを後押しし、地域農業を守るためにも、地域

での協同、集落営農、有害鳥獣対策を更に推進してまいりたいと考えます。 

解決すべき課題として、農業の収益構造の改善のために、経営のスリム化、高収益作物への取

組、補助金の活用の３つを有効に活用した儲かる農業への取組み、地産地消による地域内経済の

活性化等があげられますが、これらを実行に移す、地域の核となるリーダーの育成をどの様に行

っていくかが町農業の課題となっております。この課題の解決に向けて、引き続き、佐久間地区

活性化協議会とも連携を図ってまいりたいと考えております。 
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なお町では、今後の取り組みの１つとして、農業振興専門の地域おこし協力隊を委嘱し、担い

手の育成、高収益作物の栽培、加工、インターネットを活用した販路の開拓など、地域の方々と

の共同により実践していきたいと考えております。 

ご質問の３点目の、耕作放棄地の対策について、でありますが、農地法の規定により、農業委

員、農地利用最適化推進員が１年に１回、全ての農地を巡回し、現状を調査しておりますが、令

和元年度調査結果によりますと、町内にある農地の概ね２割程度となる、約１９０ヘクタールが

耕作放棄地となっており、そのうち約９割が中山間地域に存在しております。 

調査を実施した中で、耕作放棄地は大きく別けて２つに分類され、農家の所有している機械を

使えば再生利用が可能となる農地では、再生可能な農地という事もあり、新たに判明した場合は

農業委員会から農地所有者に対して、利用意向調査をし、自ら耕作するか、誰かに貸すか、農地

中間管理機構に貸すかなど今後の利用について確認を行っており、また大型の重機等を使用しな

いと再生利用が困難と見込まれる農地では、耕作放棄地になってから１０年以上経過し、樹木な

どが生い茂っている状況で、周辺農地の状況を見て、非農地として判定、地目変更を容認してい

ると伺っております。 

耕作放棄となっている理由として、担い手の高齢化、有害鳥獣の被害による生産意欲の低下、

非農家への相続など、農業に対する魅力より負担のほうが大きいという理由がございます。耕作

放棄地の解消には、農地の所有権を有する者が、農地を有効活用しようとする者に、耕作する権

利を引き継ぐ事が非常に重要でございます。町に農地を有効活用したい企業からの問い合わせが

年間数件はありますが、所有権を有する農家の方の理解が得られないケースが多い現状がござい

ます。 

今年度は、保田地区で３０ヘクタールの耕作を希望している企業から問い合わせがあり、地元

説明会を開催し、農家の意思確認をしておりましたが、新型コロナウイルス感染症の影響で、企

業の参入が足踏み状態となり、２０２２年８月までに農地を借りて、２０２３年２月に栽培を開

始する予定となり、参入計画面積も、同意の得られた２ヘクタールと希望より少ない面積ですが、

その企業の仕事ぶりを見て、規模拡大に繋がればと期待しております。 

また、これら企業が参入する事で、農地の保全、担い手不足の解消につながり、共同で農業運

営するメリットを身近で感じる事は、農家の方にとっても非常に重要となると考えています。農

地には、生産性の高い農地、生産性の低い農地があることから、行政としては、それらを住み分

けて柔軟に対応する事が重要と考えております。 

以上で、渡邉信廣議員の一般質問に対する答弁と致します。よろしくお願い致します。 

○議長（青木悦子） 

渡邉信廣議員、再質問はありますか。 

はい、渡邉信廣議員。 

○７番（渡邉信廣） 

それでは再質問させていただきます。 
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まず１点目のですね、台風後の空き家の状況についてでございますけれども、これは今年度の

末を目標にということで、最終結果、これが出るそうですがその報告ができた時点でですね、ま

たその資料等をいただければありがたいなというふうに思っています。なお、この町長の答弁の

中で７２９件というのはね、５年前の数字がありましたけども、当然普通であれば、例えば実態

調査というのは町の方がね、して追跡調査等を実施する中で、ただ区長さんに聞かなくても、あ

る程度の数字を掴んでというのが、これからの空き家対策に対する取り組みとすれば、普通じゃ

ないかなと思っていますけども、これについてはね、なかなか職員も少ない中でのことですから、

大変だと思いますけども、この辺についてはまた後でね、質問をさせていただきたいと思います。 

続いてよろしいですか。２点目の方なのですけども、空き家対策を町としてどのように考えて

いるかについてなんですけども、これは省略されてしまいましたけども。この辺についてはです

ね、町ととって非常に重要なことだと私は思っています。今年度はですね、総合計画作成年度の

年でもあります。計画作成に向けた懇話会から、町に提言書の記事が房日の方でも掲載されてお

りまして、提言項目の中にですね、空き家の活用が挙げられておりました。私も先程申し上げま

した通り、当町におけるこの人口の減少、また世界中がコロナ禍にあり、ライフスタイルという

のもかなり変わってきている。そういう中で、鋸南町というところは非常にいいとこだと私は思

っていますし、町長が言われるように、都心から１時間半ぐらいで来るというような、非常に近

いところですよね。そういう部分では、地の利を生かして、この国の進める働き方改革を積極的

にこれから進めることが、重要ではないかなというふうに私は思っております。町としての考え

方を再度、お聞きしたいというふうに思います。よろしくお願いします。  

○議長（青木悦子） 

総務企画課長。 

○総務企画課長（平野幸男） 

はい、それではまずその総合計画策定の懇話会のお話が出ましたので、この件については、具

体的な提言としまして、空き家は財産であると、インターネットを活用した空き家情報の提供を

していくということで、ご提言がございました。 

これも受けまして、総合計画ってお話ありましたけれども、総合戦略の中で、基本目標の中の

一つ、本町への新しい人の流れをつくるという目標の中で、空き家の活用等も踏まえたＵＩＪタ

ーンの促進を図りますということで、空き家対策の推進はその中の事業として位置づけをしてお

ります。従いまして第１期の総合戦略でも促進したわけですけども、これから来年４月以降の第

２期の総合戦略においても、空き家対策の推進ということで取り組んで参りたいというふうに思

っております。 

○議長（青木悦子） 

はい、渡邉信廣議員。 

○７番（渡邉信廣） 

当然ですね、そういう前回も総合計画の中でも一部出ていましたしね。今回もそういう部分で
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は、この総合戦略の中で、空き家対策というのはですね、何件なるか分かりませんよ。 

でも現状私が見ていると、自分のこの住んでいる行政区の中でも１５件以上ある。これ使える

か使えないかまでは、なかなか分からない部分がありますけども、その中ならかなり鋸南町の中

でね、非常に多いだろう、そういう中では人口の減少にもどうしても歯止めをかけなくちゃいけ

ない。子どもを産める人数の２０歳から４０までと仮に見たときに、４５０人ぐらいしかいない。

で今年も生まれてくる子どもが、確か２０人をいくかどうかまで、そういう状況にあるわけです

から、いずれにしても、この空き家が多い中ではね、そういうものを積極的に取り組んでいただ

きたいし、今も総合戦略だとか、そういう中でも位置付けをされるようですから、これはよろし

くお願いをしたいと思います。 

続いて３点目のですね、今後の取り組みの中で、町長から答弁がございました、１９件の成約

ということでございまして、前回私が３月だったかな、質問したときには９件ということで、非

常に多くなりましたよね。ですから非常に改めてね、需要の多いことを実感しました。そこでち

ょっとお聞きしたいのですけども、現在の空き家の登録物件、それから利用登録者、それから成

約したですね、１９件ですか？それが売買と賃貸あると思うのですね。それがどのくらいになっ

ているのか、その辺がお聞きできればと思います。 

○議長（青木悦子） 

はい、地域振興課長。 

○地域振興課長（飯田浩） 

はい、現在のですね、空き家の登録件数と利用登録者数ということからお答えさせていただき

たいと思います。現在ホームページに掲載されております件数は２４件で、成約件数１９件と、

先程町長の方で答弁をしたところでございますけども、４件の取り消しがあって、２０件の登録

と。１２月に入って残っていた１件がですね、成約しましたので、現在住める物件と言いますか

ね、そういったものは０というふうになってございます。利用登録を希望している方の件数は３

５人というふうになっております。これまでの成約した１９件、２０件の関係ですけども、売買

の物件が１１件、そして賃貸が、先程１９件の話でいきますと賃貸が８件ということでなってご

ざいます。 

○議長（青木悦子） 

  渡邉信弘議員。 

○７番（渡邉信廣） 

それに関連しますけどね、もしもこれあの、ものによっても違うのですけども、売買の場合の

大体の価格だとか、賃貸の大体平均っていうのかな、これも難しいですよね。だけども、そうい

う大体のね賃貸でどのくらいで契約されているのか、これ参考にね、お聞きできればと思います、

わかれば。 

○議長（青木悦子） 

  はい、地域振興課長。 
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○地域振興課長（飯田浩） 

はい、賃貸に関しましては、やはり民間のアパート関係等が基本になっているかと思いますけ

れども、概ね５、６万というところの賃貸物件が多ございます。そして売買物件でございますけ

ども、地域、あるいは建物の大きさ、そういった諸々条件が違いますので、今までのケースから

言いますと、安いものだと８０万程度。高いものですと、１０００万程度ということで大変大き

な幅がございます。 

○議長（青木悦子） 

  はい、渡邉信廣議員。 

○７番（渡邉信廣） 

わかりました。 

いずれにしてもね、これから物件によって値段もね、かなり違うわけですけども、いずれにし

てもこれから売買ができたりとかして、少しでもね、人口減少にね、歯止めがかけられればいい

なというふうに思っています。 

次に移りますね。 

空き家に付属する農地付き空き家についてはですね、これ非常に有効な制度でありまして、前

回も質問いたしましたけども、近隣市では下限面積を１Ｒ約１００平米ですよね、まで引き下げ

て、例えば南房総市さんだとか、館山市さんの場合には３１年度から実施とのことでありました。 

当町においても令和２年度のいずれかからするように努力するということでございました。登

録件数もですねこれによってね、増えると思いますけども、これは早く、実施をして欲しいなと

思っていますけども、これについては多分町の方もね急いでいると思いますけども、いかがでし

ょうかね。 

○議長（青木悦子） 

  地域振興課長。 

○地域振興課長（飯田浩） 

はい、こちらの農地付き空き家の関係につきましては、現在の空き家バンクの要綱の方の改正

も一部必要になる部分もありますので、先程の町長の答弁にもありました、媒介業者を増やすと

いう部分の改正と併せてですね、そちらの要綱の改正の方行っております。また農業委員会にお

きましても、この農地付き空き家に関します規定の方ですね、現在整備をしている状況でありま

して、１月の農業委員会の方で一応その規程の決定をして、告示をするというような予定で今進

めておるところでございます。  

○議長（青木悦子） 

 渡邉信廣議員。 

○７番（渡邉信廣） 

あのね、とにかく１月の告示ということですから、これも本当にね、大変でしょうけどね、早

くやることで少しでもね、物件が増えるようにお願いしたいと思います。今私が質問しようとし
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ている今度は空き家バンクの協議会の関係ですけども、先程も答弁の中にあったようにですね、

これ再度になっちゃいますけども、これ南房総市さんがこの辺で一番進んでいるように私は思っ

ています。 

これ南房総市さんの場合は、空き家バンク協議会というのをね作って。これ外部の宅建業者も

含んで現在２８の業者と、それから市の事務局とで協議会を組織しているというような状況だそ

うです。これは当然門戸を広げるっていうのですかね、そういう意味ではこの積極的な取り組み

だなというふうに思っておりますし、当町においても、今はたった２社しかない中で、少しこれ

を要綱改正というような話もありましたけども、いずれにしても、そういう部分で門戸広げてあ

げて、早く要綱改正して少しでも鋸南町の物件がですね、今も要望書、要望登録者が多い中で、

少しでも鋸南町に住んでいただけるような努力をしていただければいいなと思っていますけども。 

ちなみに南房総市さんの場合はね、事務局１名、これはＯＢがやっています。それで宅建業者

が１５社、これは南房総市内が１３社。それから館山が５社。それから鴨川が１社。その他に施

工業者が町内、これは町内だけですけども、１３社入っての協議会を作るということで、これに

ついてもですね、早急に要綱の改正をして、早くね、この辺を取り組んでいただきたいと思って

再度答えを聞きたいと思いますね。 

○議長（青木悦子） 

はい、地域振興課長。 

○地域振興課長（飯田浩） 

はい、鋸南町の方ではですね、現在空き家バンク協議会というものはございません。で、空き

家に関しましては鋸南町空き家等対策協議会というものを組織しておりまして、こちらの組織の

中には、県の関係機関、警察、消防、そして建築士会というようなものも全部入っておりまして、

そういう協議会の中での一つの取り組みとして、空き家バンクという取り組みを行っております

んで、空き家バンク協議会というものを作るということよりも、空き家バンクの媒介業者って言

うんですかね、先程も説明しました、そういう呼び込みの方の声掛けはしていますけれども、そ

こに応じていただけるかどうかについては、今後どうなっていくのか、推移を見守りたいと思い

ます。 

○議長（青木悦子） 

  はい、渡邉信廣議員。 

○７番（渡邉信廣） 

いろんなことがあると思うのですね。それは特定空き家の関係もあったりとかして、今そこに

は消防だとか警察だとかいろんなとこ入っていますけども、それとは別にね、空き家に関しての

協議会というのを作ることで、例えば今は不動産業者さんだとか施工業者の私は話をしましたけ

ども、当然今鋸南町にも移住されてきている方もいらっしゃるわけですよね。 

または今回も、空き家に対する調査というのは、各行政区の区長さんにお願いをして、集計を

しているという話も結果的に町が集計しているんですけども、そういうような話を聞いた中でね、
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やっぱりこれからは、そのいろんな人たちが入ってこの空き家をどうしたらとか、いろんな情報

を持ってそういう空き家に対してのこれから取り組みをすることが、人の意見を聞く、いろんな

人の意見を聞く中で、これからどうしたらというのもですね、この鋸南町にとっては、非常にこ

れから前に進む上では重要なことだと思っていますので、第一歩はその要綱改正ということで町

外の不動産業者を入れることが第一歩だと思いますけども、その上で今度は本当に、例えばここ

に来てもらうためにはどうしたらいいかというのは、なかなか地元に住んでいる人間だけでは分

からない。 

外部の人がやはりこの町に来てどうなんだと、それに対してどんな取り組みをしていくんだと

いうようなことも含めてね、その辺に対しての対策という意味では協議会も作っていただくこと

をこれは要望としてお願いをしてまいりたいと思います。 

続いて次の質問に入ります。今の物件数でだいたい２０件ももう捌けてしまって今はね、登録

物件がないような状況になってしまった。そういう中で、この間ある講習会に行ってきましたら

ば、非常にそのＤＩＹっていうかね、そういう物件についても人気があるのだそうです。そうい

うものも今回の鋸南町の中では対象にしている、対象っていうかね、しているかどうかその辺に

ついて伺いたいと思います。 

○議長（青木悦子） 

地域振興課長。 

○地域振興課長（飯田浩） 

はい、ＤＩＹですが、どのような建物かについてちょっと分からないんで明確にお答えできな

いんですけども、いずれにしても空き家バンクに登録する際にはですね、そのものの方確認をさ

せていただいて、それから住めるといろんな判定をした中で、きちっと賃貸に耐えられる売買に

耐えられる物件かどうかを判断して登録をさせていただいておりますので、物を見てからお答え

させていただきたいと思います。 

○議長（青木悦子） 

  渡邉信廣議員。 

○７番（渡邉信廣） 

今の現物を見てからという話ですけども、これについてはね、これ業者さんも一緒に行ってい

るのか、町だけで行っているのか、それによってやっぱり我々から見るお客さんのニーズという

のはやっぱりプロが見る方がいいんじゃないかと思ってますけども、その辺についてはいかがで

すか。 

○議長（青木悦子） 

  地域振興課長。 

○地域振興課長（飯田浩） 

  はい、物件の確認につきましては、町の職員、そして不動産屋さん、一緒に見ております。 
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○議長（青木悦子） 

  渡邉信廣議員。 

○７番（渡邉信廣） 

これについては了解しました。 

続いてね、先程最初に言いましたけども、区長さんにお願いして空き家の状況を確認している

ということでした。なお、これもね本当に町の場合、今職員が少なくて、なかなかそういう手が

回らない状況だと思っていますけども、そういう中で空き家の実態調査っていうのですかね。そ

の辺をどうやっているのか。普通であれば、私だったらですよ。当然登録っていうか挙がってく

れば、その１軒１軒、その物件を見に行って写真を撮って、これが使えるかどうかの判断も、と

りあえずは町の方でできるような体制から、今度協議会に諮って、どうでしょうかねみたいな話

もしていって、それが具体的になれば今度はその地主さんとの話をするような形を持っていくと、

私はそんなふうにやりたいのですけども、現実の今の実態調査っていうのですかね、町としてそ

れをどのように挙がってきたものをやっているのかね、調査しているのか、その辺について伺い

たいと思います。 

○議長（青木悦子） 

  はい、建設水道課長。 

○建設水道課長（平嶋隆） 

 はい、実態調査ということだと思うんですが、これは先程町長さんの答弁にもありました通り

ですね、当初の７２９軒を基本として、さらなる空き家の数をですね、区長さんの方に調査をし

ていただいて、それに足したものについてですね、水道がですね使われてるとか使われてないと

か、そういったものの調査もして、あとは滅失もされているものも、まあこれは税情報でありま

すが、それで確認しましてですね、最終的には職員が現場に行ってですね、目視を行ってやると

いう調査を今進めている状況でありますので、その結果がですね、一応タイトではあるんですが、

今年度中にはですね、その数は出させていただいて、仮にその中でですね、新たな利活用可能な

ものがあればですね、担当課の方にも情報を回したりですね、共有をしてですね、対応していく

ような形になるかと思います。以上です。 

○議長（青木悦子） 

 いいですか。はい地域振興課長。 

○地域振興課長（飯田浩） 

 すいません。ちょっと補足で説明をさせていただきたいと思いますけれども、先程の区長さん

が調査した７２９軒、このうちのですね、利活用が可能でないかということで報告がありました

６８軒。こういったものも町の職員の方で全て確認をして、写真等を取って台帳化をしておりま

す。そしてこの６８軒のうちのですね、所有者が特定をされた６０軒、こういうものに対してで

すね、平成２７年の７月でしたけども、１回目の意向調査というものを行っております。 

そして６０軒に出したものの中で、回答のあった４１軒のうち、６軒の方が登録をするという
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ような意向を示したので、その方とは手紙あるいは電話等でやりとりをしてきております。 

そしてそのうちの１軒が、２７年度中に登録になって、２８年の６月に成約がなされたという

ようなこともございます。その後については、また区長より報告のあった家屋以外に、もっとな

いのかということで、職員の方でもう一度調査を行っています。 

これは外観目視なんですけども、その外観目視によって、発見されました利活用が可能と判断

された物件のうち、所有者が特定された１７６軒、こちらに対して、平成２８年の１０月からま

た再度意向調査をの実施をいたしまして、１０２軒の回答を得ております。そして、そのうちの

１４軒が、登録に向けて協議したいということで連絡をいただきましたので、その方と電話等で

協議をしてございます。その結果は２軒の登録がなされて、成約となったというようなことでご

ざいます。この１４軒あったうちの２軒が成約、で残りの１２軒についても継続して現在も協議

を進めていると、こういうような状況がございます。 

そして３０年の１０月にはですね、この２回目の調査で回答のなかった７４軒、こちらの方の

中で再度３８軒ですけども、それに対して意向調査の実施をして、６軒の回答を得たというよう

な状況もございます。一応追いかけてですね追跡での意向調査というものは何度かかけておりま

して、できるだけ登録をしていただきたいということで働きかけの方が、担当課としてはずっと

実施しております。 

議長（青木悦子） 

 渡邉信廣議員。 

○７番（渡邉信廣） 

今聞きましたらね、ちょっと２課にまたがっていてどうかなと思いましたけども、実際にね、

協議会を持っている建設水道課、そしてそれを今度空き家バンクとして実施をする、地域振興課。

その辺でも具体的にね、調査をしているということで、これは私が思っていたよりもね、実際に

やっていることは一生懸命やってらっしゃるなというのが分かりました。その中の前回の回答の

中でね、突っ込んでいったときに、中に仏様が残っているとか、荷物が残っているとか、いろん

な問題でなかなか進まないんだよということを課長からも聞きましたけども、いずれにしても結

果的になかなか確かにお手伝いだとか何かしないとね、空き家ってなかなか出てこないわけで、

電話でやってらっしゃる。 

そういう部分でもあるけども、できればまた区長さんとか、地元の方と一緒になってね、また

そういう部分でまたいろいろ、地元に帰って来たってのはなかなか難しいですよね。空き家だか

ら。でもなかなかそういう機会をとらえて実際に直接膝を交えて、そういうような形をとらない

となかなかできないだろうと思っています。課の場合には人数が少ないからね、大変だと思いま

すけども、そういう部分でいろいろこれから町としては私は非常にこれは重要な仕事だと思って

いますから、職員の配置等も含めてね、これから更に今やってらっしゃることを更にね、一生懸

命やっていただいて、少しでもその登録件数を増やしてというようなことを思ってます。 

いずれにしても区長さんになぜっていうことは、やはり地元の方がそこに付き添うと、やはり
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今まで馴染みだった人もいらっしゃったりとか、いろんな面でやりやすい部分もあろうかと思い

ますしね、いずれにしてもそういう中で、もう一歩また踏み込んでいただくようなことをね、ま

たお願いをできればと思っていますのでよろしくお願いをしたいと思います。 

続いてですね、質問をさせていただきます。 

町のコンシェルジュの方で、地域おこしの方が空き家の相談窓口をね、月に４回、開いてもら

っています。これって私も前にね、町のコンシェルジュだから、あそこに不動産業者入れたらと

かという話もしましたことはあったと思いますけども、いずれにしてもああいう中で空き家を相

談やるということは、目の付け所はいいと私は思っています。 

ただ、さっき言ったように物件が今はゼロ。そういう中ではね、あの町のコンシェルジュです

から、あのエリアをもうちょっといろんな部分での町のＰＲもしていますけども、さらにそうい

う物件が集めて、そういう中で外部から来た方に対してね、いろんな情報提供とすることをもう

ちょっと充実をしていただけるような形、とりあえずは空き家物件を増やす、そしてそれも町の

ＰＲをしながらということでのね、取り組みを、これは要望をしたいと思います。 

そして次に移りますね。前にもここで質問しました。お試し居住っていうのは非常に人気があ

るよということで申し上げましたよね。その時に課長の方からは、やはり物件がなくてというよ

うな話でございました。そういうことでやっぱりでも鋸南町は海があって山があってという、い

ろんなカリキュラムを作って他ではやってないケースがありますよね。 

鋸南町は道の駅の中に宿泊施設もある。さらに今度はそういうのをちょっと１週間ぐらい泊ま

ってもらって、海だとか山でのいろいろなことができるようなことを作って、ここで何日間かこ

こで生活をしてもらうようなところがあったらね、これお試し居住って他でもやっていますよね。

そういう意味では更に効果的になると思います。例えば、これから町内の物件がなければ、これ

は町が考えることですから私は余分なことは言えないかもしれないけど、１つの意見としては、

今後、都市交流施設の脇に、駐車場整備ではいろんなことを考えていらっしゃる。 

そういう中にもお金をかけなくてもいいから、そういう宿泊というのも、空き家物件がなけれ

ば、そういうことも考えて、これからそういう鋸南町の良さというのも、そこらへんを使ってア

ピールしていくのもいいんではないかなと思っていますので、これは要望として終わります。 

続いて農業振興の方に移りたいと思います。 

１点目のですね、佐久間地区活性化協議会については、これ当初の答弁だったと思いますけど

も、私がこの佐久間地区の活性化協議会について質問したときに、これは行政、関係団体、住民

が一体となって地域の独自の活性化の実現に向けて取り組むことだということを言われておりま

した。そういう中で、成果についてのね、答弁がありませんでしたので、これも再度５ヶ年の活

動内容と成果について伺いたいと思います。 

○議長（青木悦子） 

はい、地域振興課長。 
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○地域振興課長（飯田浩） 

はい、活動内容と成果ということでございますけども、全体的な活動方針等についてはですね、

先ほどの町長から答弁の方もありましたけども、私の方から５年間の活動内容の主なものをです

ね、かいつまんでちょっと答弁させていただきたいと思います。 

まず集落営農の推進を図るためにですね、県外の先進地の視察を４回、こちらは７ヶ所になり

ますけども行っております。また県内視察についても２回、４ヶ所の実施をしてございます。 

この集落営農の関係の視察先で共通していることは、皆さん基盤整備を契機に、集落営農の必

要性というものが議論をされて、それまでの問題点としての農作業機械への過剰投資を共同で管

理することで回収して、収益構造のスリム化を図ると。また高収益作物の導入による収入の確保。 

また国の経営所得安定対策であったり、中山間直接支払交付金であったり、そういう国の制度

をですね、うまく活用しながら、できるだけ地域の住民の負担がないような形で農地を守ってい

くということが話としては挙げられております。しかしながらですね、やはり個々の農業者の経

営方針や、また家族構成、跡継ぎがいる方と、いない方ではまた全然違いますし、そういった形

の中でですね、意見集約には非常に時間がかかったというようなことが各地区で言われたことで

す。 

そしてやはりこれらを推進するためにも、強いリーダーシップを持った地域のリーダー、その

存在があるかないかが、非常に重要なキーポイントになるということは、どこの地域でも言って

おりました。 

こちらの集落営農の関係については、この推進に向けてですね、地域農業者向けの講演会も町

内で５回ほど開催をしてございます。そしてその開催ごとに参加者のアンケート調査も実施をし

て、アンケート調査の結果としては、参加された約８割の方が皆さん、集落営農の必要性という

ものは理解をしていただいておるところなのですけれども、結局誰かが率先してやってくれれば

協力はしますが、自分が率先してはやりたくない、やれないというような正直な意見も多々ござ

いまして、やはり強いリーダーの育成と言いますか、そういうものが非常に重要であるというこ

とが明確になっております。 

有害獣対策についても、１３回の講習会、研修会、あるいは現地環境診断会というものを実施

してございます。そしてその結果ですね、平成３０年度において、上佐久間の上組有害鳥獣対策

協議会、中佐久間塚原有害鳥獣対策組合、中佐久間第６有害獣対策組合という新しい組織の方が

設立をされたということでございます。また佐久間地区の獣害対策組織情報交換会、そういった

ものも開催をして、各地域との情報交換の方も行って、また駆除員が高齢化しているということ

もございますので、この活動の低下を招かないようにですね、農家の方、一人一人に対してもで

すね、安全に捕獲、追い払い、止めさしが行えるように、こういったものの研修会も開催をして

きたところでございます。 

あとは、先程町長答弁にもありましたように、高収益作物等の栽培、そういったものも行って

きたところでございます。 



 

 

 

- 47 – 

                       令和２年第７回鋸南町議会定例会（１２月） 

 

 

○議長（青木悦子） 

はい、渡邉信廣議員。 

○７番（渡邉信廣） 

いろいろとね実際のことを言うといろんなことをやってらっしゃる、これも初めてだと思うの

ですけどね、いずれにしてもこういう機会を作っていく中では結果としてはね、今も鋸南町の、

こないだ農業センサスの数字からすれば、今のその安房の中の農業者の平均が６７．５歳なんて

言うけど、鋸南町の場合はもうとっくに過ぎちゃっていて、もう本当にあれですよね、極端に今

８０ぐらいの人まで今一生懸命やっているわけですよ。 

だからなかなか集落営農は総合計画の中でいろんな謳われていますけど、なかなか難しい中で

ね、これからやっぱりこの次にまた質問しますけども、企業誘致だとか、やはりここの中でも出

てきいている、地域おこし協力隊ですか。新規就業者の中での対応にするような形での町長から

の答弁がありましたけどね。 

いずれにしても、なかなか地域のリーダー見つからない中では、そういう方をここに誘致する

ような土壌作りをするというのが、非常に重要だと思っていますよね。その中で質問することは、

やっぱりその中で農地の集積をしていかなくちゃならない。鋸南町の場合にはね、大きな土地改

良区を持っている、それは佐久間ダムというものを持って、佐久間から勝山へとずっと基盤整備

をした、それは山の裾野でやった結果がもう、もう使えない基盤整備の農地があっても離すに離

せない。そういうような農地もあるのですよ。従ってこれは農地の見直しというのはこれから当

然やってもらわなくちゃいけないのですけども、まず、町の方としてね、やっぱりそういう土地

改良区と、特にこれは言っちゃっていいかどうか。鋸南土地改良区があるわけですよ。そういう

方々としっかり話し合いをすべきだと思っていますけども、いかがですか。 

○議長（青木悦子） 

はい、地域振興課長。 

○地域振興課長（飯田浩） 

はい、土地改良区との話し合いということで、現在この鋸南土地改良区の管理していると言い

ますかね、そういう農地の中でも、やはり先程の耕作放棄地、そういったものが見受けられるよ

うになってきております。そういったものの解消等についてはですね、どのようにしたらいいか

ということも、これは土地改良事務局の方とですけども、そういった部分について、きちっと皆

さん、農家の代表の理事さんたちがおられるわけですから、そういったところできちっと話し合

いをしてもらいたいというようなことも既に何回か投げてはございます。 

それらが正式に理事会なり何なりに上がったかどうかまでは確認はしておりませんけども、話

を少しずつ進めながら、また場合によってはですね、正式な文書等でですね、申し入れを行って

いく必要もあるのかなとは思っていますけども、なかなか他団体へのことでもありますんで、う

まく進んでないというのが実情であります。 
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○議長（青木悦子） 

渡邉信廣議員。 

○７番（渡邉信廣） 

時間なくなってきちゃったので、これは絶対にやってほしいことはね、今までもそうだけど、

行政としてっていうのはなかなか田舎だとね、民意がそんなに強いわけじゃないわけですよ。ど

うしても行政が主になって動かないと、この町、さらに疲弊化してっちゃうんではまずいから言

うことなんですけどもね。 

そういう中ではね、これは町の方からそういう土地改良区にお願いをして、ガチンコで話し合

いをするような場所を作ってもらってね、これからの本当に基盤整備の中をどうしていくのか、

本当にもう鋸南町の基盤整備の中も本当にこれから荒れ放題になる。そういう中で、今回の質問

の中で元名の方にね、企業が来ているけど二反歩、二町歩か、しかまとまってないということに

ついて、これはいろんなことを含め今後の農業政策の中でね、町としてこう行くんだという部分

の話の中で、これから新規就農者の受け入れだとか、それから企業誘致だとか、そういうことを

具体的にどんなふうに進んでいくのか、できれば鋸南町の土地利用をどうしていくのか、その辺

まで突っ込んでいかないと、これから鋸南町のいろんなもので衰退を来すようなことになると思

いますので、その辺について、最後にその辺の答えを聞きたいと思います。 

○議長（青木悦子） 

はい、総務企画課長。 

○総務企画課長（平野幸男） 

はい、土地利用の件について、すみません土地利用計画ついて、今お話がありましたけども、

計画については開発を要するに促進するっていう側面と、以前は開発を抑制、要するに規制する

面もあると思います。 

いずれにしても鋸南町の場合には農業振興地域という計画があって、その中で規制をしている

ということがありますので、町全体の土地利用計画に関しては今のところ、現状踏まえますと、

計画自体を必要としてるという現状はないのかなと我々は判断しています。いわゆる補助整備の

地域のお話を議員さんおっしゃられましたけども、これについては４０年も前になりますけども、

ダムの建設と圃場整備ということで、これはご承知の通り、ずっと償還をしてきて、多額の費用

ですね、町が投じて、圃場を整えてきたわけですね。これをどうするかっていうのは、我々行政

にも責任はあると思いますけども、そもそも個人の農地であってそれを皆さんが投資をして経済

活動をするということですので、もちろん行政といわゆる改良区、管理する改良区と話し合いと

いうこともありましたけども、基本的には、それぞれ所有者がどう土地を活用していくかという

ことを基本にですね考えていただくことが必要かなというふうに思っております。 

○議長（青木悦子） 

はい、渡邉信廣議員。 
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○７番（渡邉信廣） 

今ね、たしかに民のものですよね。しかし農振で縛られちゃってどうしようもない中で、いろ

んな問題が起きている。これは政策論としてですよ。これから総合計画の策定年度でもある中で、

町の方針としていろんなとこを視察していますよね。それは町民の声を聞きながらということも

あるでしょうけど、ある程度政策論でする分っていうのも大きいと思うのですよ。これからの町

を左右する、そういう部分ではこれから町長の意見によって、町が動く部分もあると思いますの

でね、それは町民の方とよく話をしていただくのが前提ですけども、その辺についてこれからい

い町になれるように、町長の独断も含めてこれからの対応をお願いをして私の一般質問を終わり

ます。 

○議長（青木悦子） 

以上で渡邉信廣議員の質問を終了します。 

ここで暫時休憩します。再開は３時３５分からとします。 

  

 

…………… 休憩・午後３時３０分 …………… 

…………… 再開・午後３時４０分 …………… 

 

     ◎議案第１号の上程・説明・質疑・討論・採決 

 

○議長（青木悦子） 

休憩を解いて会議を再開します。 

日程第５、議案第１号、鋸南町ひとり親家庭等医療費等の助成に関する条例の一部を改正する

条例の制定についてを議題と致します。 

保健福祉課長から議案の説明を求めます。 

保健福祉課長。 

〔保健福祉課長 杉田和信 登檀〕 

○保健福祉課長（杉田和信） 

議案第１号、鋸南町ひとり親家庭等医療費等の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定

についてご説明申し上げます。 

本条例の改正につきましては、千葉県ひとり親家庭等医療費等助成事業補助金交付要綱の改正

に伴い、現行では、診療を受けた保険医療機関に自己負担額基本３割を支払い、後日、市町村へ

助成申請し返還してもらう償還払いの方式となっておりますが、改正後は、助成を拡大し、自己

負担額を軽減するとともに、受給券の発行を受け、令和３年１月から県内保険医療機関において

受診の際は、受付窓口に受給券を提示することで、助成後の自己負担額を支払う現物給付の方式

も加えようとするものでございます。 
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それでは、新旧対照表をお願い致します。 

第１条では、千葉県ひとり親家庭等医療費等助成事業補助金交付要綱における助成後の自己負

担額の改正に伴い、医療費、調剤費及び診療・調剤報酬証明手数料の助成を全部又は一部に改め

るものでございます。 

第４条第１項第１号では、所得による支給制限が規定されておりますが、改正後の県の補助金

交付要綱に準じ、受給資格者等が１月から１０月に申請した際、前々年の所得を用いようとする

ものでございます。 

第５条第１項第５号では、助成を拡大し、子ども医療費助成制度等、他の医療費助成制度と同

様の助成後の自己負担となるよう控除すべき額を定めようとするもので、助成後の自己負担を市

町村民税所得割課税世帯において、入院１日につき３００円、通院にあっては１回３００円とす

るものでございます。 

第６条においては、受給資格者は、規則で定めるところにより町長に申請することで、受給券

の発行を受け、当該受給券を、医療等を受ける際に、保険医療機関の窓口に提示することを新た

に追加規定するものであり、以降、現行第６条を第７条とし、条文を１条ずつ繰り下げておりま

す。 

第７条第１項では、受給資格者に代わり助成金を保険医療機関が受ける旨の、第２項では、保

険医療機関が代わりに受けた助成金は、受給資格者に対し、助成したものとみなす旨の、第３項

では、受給資格者が病院等に受給券を提示しなかったとき、受給券を取り扱わない病院等に受診

したときは、規則で定めるところにより町長に助成を申請することができる旨を定めたものでご

ざいます。 

尚、この条例は、公布の日から施行しようとするものであります。 

また、経過措置として、県の補助金交付要綱の改正に準じ、令和２年１１月１日以降の医療費

分から適用し、以前に受けた医療費については、従前の例によるものとしております。 

以上で説明を終わらせていただきます。 

よろしくご審議のうえ、可決賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（青木悦子） 

説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（青木悦子） 

質疑がないようですので、質疑を終了します。 

討論を行います。 

討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 
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○議長（青木悦子） 

討論がないようですので、討論を終了します。 

これより採決を行います。 

原案に賛成の議員の挙手を求めます。 

〔挙手 全員〕 

○議長（青木悦子） 

挙手全員。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 

     ◎議案第２号の上程・説明・質疑・討論・採決 

 

○議長（青木悦子） 

日程第６、議案第２号、令和２年度鋸南町一般会計補正予算、第５号についてを議題と致しま

す。 

総務企画課長から議案の説明を求めます。 

総務企画課長。 

〔総務企画課長 平野幸男 登檀〕 

○総務企画課長（平野幸男） 

議案第２号、令和２年度鋸南町一般会計補正予算、第５号についてご説明致します。 

１頁をお願い致します。 

今補正予算は、歳入歳出それぞれ１億９６５３万９千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれ

ぞれ５７億９２２７万９千円とするものでございます。歳出からご説明致します。 

人件費ですが、千葉県人事委員会の勧告に伴い、先の第６回臨時会において議決いただきまし

た議会議員、特別職及び一般職の期末手当の引き下げのほか、一般職の退職、異動等に伴う給料

及び職員手当、並びに会計年度任用職員の報酬及び職員手当など、人件費全体で２７４９万８千

円の減額補正をさせていただきます。 

詳細につきまして、給与費明細書にてご説明致しますので、２０頁をお願い致します。 

特別職に関する明細書となりますが、表の下段、比較の区分のうち、長等ですが、右側、端の

合計欄１１万６千円の減でございます。特別職３名の期末手当の支給割合を０．０５月減額した

ことによるものであります。 

その下、議員ですが、合計欄、１３万１千円の減、こちらも議員１１名の期末手当を引き下げ

ることによるものであります。 

２２頁、下段の表をお願い致します。職員手当の区分のうち、制度改正に伴う増減分１６０万

４千円の減ですが、こちらが一般職に係る期末手当の支給割合引き下げに伴う減であります。期
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末手当引き下げに係る減額は、特別職、議員及び一般職を合わせ１８５万１千円となります。そ

の他、給与費等の詳細は、本明細書をご参照願いたいと思います。 

お戻りいただきまして、１１頁をお願い致します。 

１款議会費、１項、１目議会費、１１節役務費６３万４千円は、本会議等の議事録作成のため

の筆耕翻訳料でございます。２款、６項、１目監査委員費においても、同様の予算を計上してお

ります。 

２款総務費、１項、１目一般管理費、１２節委託料から１７節備品購入費まで、合わせて２８

３万７千円は、発災後の建物被害認定調査から、り災証明の発行、生活再建支援業務を一元的に

管理運用するための被災者支援システムの導入経費であります。４目企画費、１１節役務費７５

万１千円及び１２節委託料３７０万４千円は、豊かなまちづくり寄付金の増額を見込み、関係経

費を増額補正するものであります。 

１２頁下段をお願い致します。 

４項選挙費、２目千葉県知事選挙費、１７節投票用紙自動交付機２６２万３千円は、期日前及

び当日の投票所において、投票用紙の二重交付の防止及び新型コロナウイルス感染症対策として、

交付機８台を購入しようとするものであります。財源は、新型コロナウイルス感染症対策として

追加交付がなされる千葉県知事選挙委託金を５０％充当することとしております。 

１３頁をお願い致します。 

３款民生費、１項、１目社会福祉総務費、２７節国民健康保険特別会計繰出金２１万７千円は、

職員の異動等に伴う人件費及びシステム改修に伴う事務費の増額分について町負担分の計上でご

ざいます。 

５目介護保険費、２７節介護保険特別会計繰出金１５５万７千円は、介護給付費の増額等に伴

う町負担分の計上であります。 

１４頁をお願い致します。 

９目障害者自立支援給付費、１９節障害福祉サービス費１９９６万１千円は、受給者の増加等

に伴う増額補正でございます。その下、２２節償還金利子及び割引料１１１万２千円は、令和元

年度分精算に伴い、説明欄記載の負担金返還金の計上であります。 

２項児童福祉費、３目保育園費、１節会計年度任用職員報酬３５２万１千円及び次頁お願いし

ます。３節会計年度任用職員手当４９万７千円については、入所園児の増加に伴い、運営基準を

満たすため会計年度任用職員を増員したことによる補正であります。 

１２節保育所管外委託５８４万７千円は、町外の保育所等に通う園児の増加に伴い、保育委託

料を増額補正するものであります。 

５目幼稚園一時預かり費、１節会計年度任用職員報酬２０３万円は、新型コロナウイルス感染

症対策のため、保育室を増やしたことに伴い、職員を増員したことによる補正であります。 

４款衛生費、１項、２目予防費、１２節予防接種事業委託２１０万円は、６５歳以上の高齢者

に対するインフルエンザ予防接種助成について、１人あたりの助成金額を１５００円から２５０
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０円に増額するための補正で、２，１００人分を見込んでおります。 

１６頁をお願い致します。 

５款農林水産業費、１項、３目農業振興費、１８節農業次世代人材投資事業補助金７５万円は、

新規就農者に対する支援補助について、夫婦での就農を見込み、差額分を増額補正するものであ

ります。 

１７頁をお願い致します。 

８款消防費、１項、２目消防施設費、１０節消耗品費１０７万７千円は、第１分団及び第２分

団の詰所の改修後の使用にあたり、折り畳み座卓３０台及び座布団１１０枚を購入する費用であ

ります。 

１８頁、下段をお願い致します。 

９款教育費、４項、１目幼稚園費、１７節備品購入費７９万４千円は、幼稚園各室で利用する

ため、空気清浄機５台とテーブル座卓８台を購入する費用であります。 

１９頁をお願い致します。 

１２款諸支出金、１項、１目財政調整基金費１億５６１４万９千円は、今補正における歳入歳

出差引の余剰分について、積立を行おうとするもので、補正後の基金残高は１２億１０２７万２

千円となる見込みでございます。その下、３目豊かなまちづくり基金費１６５７万９千円は、前

年度の積立未済額と今年度中の寄付金額の決算見込みにより、基金に積み立てようとするもので

あります。 

続きまして歳入でございますが、９頁をお願い致します。 

１１款地方交付税、１項、１目地方交付税、普通交付税９８５３万２千円は、交付額確定に伴

う留保分の増額補正でございます。 

１５款国庫支出金、１項、１目民生費国庫負担金、２節子どものための教育、保育給付費負担

金３１２万３千円は、保育所管外委託に対する国庫負担金で、負担割合は、３歳以上児にあって

は２分の１、３歳未満児にあっては１００分の５６．８３５を見込んでおります。その下、３節

障害福祉サービス費負担金９９８万円は、国庫負担金として事業費の２分の１を見込んでおりま

す。 

１６款県支出金、１項、１目民生費県負担金、２節子どものための教育・保育給付費負担金１

３６万１千円は、保育所管外委託に対する県負担金で、負担割合は、３歳以上児にあっては４分

の１、３歳未満児にあっては１００分の２１．５８２５を見込んでおります。その下、３節障害

福祉サービス費負担金４９９万円は、県負担金として事業費の４分の１を見込んでおります。 

２項県補助金は、各事業に対する県からの補助金を見込み、計上をいたしました。 

２目民生費県補助金中、ひとり親家庭医療費補助金にあっては補助率２分の１。保育対策総合

支援事業費補助金は、既決予算の新型コロナウイルス感染症対策の消耗品に充当するもので、補

助率は１０分の１０。新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業補助金は、病児病後児保育事

業及び幼稚園一時預かり事業における備品購入費に充当するもので、補助率は１０分の１０。在
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宅重度知的障害者及びねたきり身体障害者福祉手当支給事業補助金にあっては補助率２分の１。

農業次世代人材投資事業補助金にあっては補助率１０分の１０。教育支援体制整備事業費交付金

は、幼稚園における空気清浄機等の購入経費に充当するもので、補助率は１０分の１０でありま

す。 

３項委託金、１目総務費委託金、５節選挙費委託金千葉県知事選挙委託金は、新型コロナウイ

ルス感染症対策として、追加の交付を見込んだもので、当該選挙のみに使用する物品については

１０分の１０、他の選挙にも使用する物品については２分の１の補助率であります。 

１０頁をお願い致します。 

１８款寄付金、１項、１目豊かなまちづくり寄付金２４０２万７千円は、決算を見込んでの増

額補正でございます。 

２１款諸収入、３項、４目過年度収入１９８万円は、昨年の台風被害に係る保育所及び学童保

育所の災害復旧費に対する国県補助金の過年度収入であります。補助率は、両施設ともに国２分

の１、県４分の１であります。 

６目雑入、１節中建物災害共済保険金４２４６万２千円は、昨年の台風被害に対する共済保険

金で、道の駅保田小学校など１１施設分でございます。その下、市町村振興宝くじ交付金６１１

万９千円は、公益財団法人、千葉県市町村振興協会から、宝くじの収益金の一部が交付されるも

ので、菱川師宣記念館主催事業に活用する予定でおります。その下、新型コロナウイルス感染症

対応従事者慰労金２０万円は、国の事業として医療従事者等に支給されるもので、患者と接する

訪問看護ステーションの職員が該当するため予算計上をいたしました。歳出にて、訪問看護ステ

ーションの職員４名に対し、一律５万円を給付するものであります。 

戻りまして、５頁をお願い致します。 

第２表、繰越明許費ですが、今補正予算に計上をしました被災者支援システム構築事業につき

まして、年度内に業務が終了しない見込みから、設定をお願いするものであります。 

６頁、第３表、債務負担行為補正は、本年度中に契約の準備を行うため、４事業の追加をお願

いするもので、期間は、事務用再生紙等購入費など３業務は令和３年度、谷田浄化槽保守点検業

務委託については、委託予定期間である令和５年度までとしております。 

以上で議案第２号の説明を終わります。 

よろしくご審議のうえ、可決賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（青木悦子） 

説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

はい。渡邉信廣議員。 

○７番（渡邉信廣） 

私の方から１点質問させていただきたいと思います。ページ数は６頁の債務負担行為の補正と

いうことで、都市交流施設氏周辺整備の債務負担行為５０００万のことです。 
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この件については、全協のときにも申し上げました。これは予算に反対するものではないので

すけども、そのときの説明の中で設計料はだいたい１０％ということで計画をしているというこ

との中に、プールの解体等については、その中に組むというような話がありました。 

しかしながらですね、設計料が当時の説明は１０％というような話がありましたけども、これ

を単独でやった場合にということになれば、かなり経費もですね、削減できるだろうと思います。 

これは入札の方式もですね、いろいろあると思いますので、その辺をいろいろ駆使すれば、単

独でやってもということが考えられますし、仮にそうしたことによって、その解体費の部分の設

計事業費が、その設計料から削減されれば、かなりその施工に組まれている５０００万について

も、予算をですね、低く抑えることができるだろうと私は思っていますのでその辺についてもで

すね、とりあえずそういう見積書を取ってみてということを私は考えてますけども、その辺につ

いていかがでしょうか？ 

○議長（青木悦子） 

はい、総務企画課長。 

○総務企画課長（平野幸男） 

はい、まずこの都市交流施設支援整備事業の設計業務委託の５０００万円については、根拠と

なりますのは国土交通省、それから千葉県の公共建築設計業務の積算基準に基づいて、積算をさ

せていただきました。 

それからプールの部分の分離発注といいますか、個別発注につきましては、これから来年度以

降、設計等を行っていくわけですけども、その中で、全員協議会の中でもお話しましたが、一括

発注、基本とさせていただく中で、特に議員がご意見としてありますように、個別に行うことに

よって、例えばコスト、それから工期、あるいはその他のことで有利な点、メリットがあれば、

それは分離発注ということも検討せざるを得ないかと思いますが、いずれにしましても設計を構

築する中で検討をさせていただきたいと思います。 

また工事設計等の発注につきましては、やはり公共的なものでございますので、適正に手続き

を行わなければなりませんし、一部官製のワーキングプアということで、公共事業を抑制するこ

とによってワーキングプアの問題についても問題視されてる部分もありますので、いずれにして

も発注については適正に基準、いわゆる積算の基準に基づいて発注をするということを原則とさ

せていただくというふうに思っております。 

○議長（青木悦子） 

はい、渡邉信廣議員 

○７番（渡邉信廣） 

今ですね、積算基準に基づいてというようなことがワーキングプアって話もありましたけども、

いずれにしてもですね、鋸南町の場合には、お金がいっぱいあるわけじゃない。従って少しでも

財政的な部分での削減を図るということからすると、これは別に変な方向で入札するわけではな

くて、今もだんだんだんだん公費解体だけの部分で業者さんの方も少し落ち着いた状況の中でで
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すね、例えば令和２年度の中でも見積もって早めにその解体をしながらということで行って適正

な解体方法というのが、別に設計に組まなくても、この中のですよ設計で組まなくてもまず町独

自での中でそれを解体することをやることも可能だと思うんですね。 

ですからこれについては、なんかもうこれ以上言いませんけども、要望して終わります。いろ

いろ検討してみてください。 

○議長（青木悦子） 

他に質疑はございますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（青木悦子） 

はい。では、質疑がないようですので質疑を終了します。 

討論を行います。 

討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（青木悦子） 

討論がないようですので、討論を終了します。 

これより採決を行います。 

原案に賛成の議員の挙手を求めます。 

〔挙手 全員〕 

○議長（青木悦子） 

挙手全員。 

よって本案は原案のとおり可決されました。 

 

 

     ◎議案第３号の上程・説明・質疑・討論・採決 

 

○議長（青木悦子） 

日程第７、議案第３号、令和２年度鋸南町国民健康保険特別会計補正予算第２号についてを議

題と致します。 

税務住民課長から議案の説明を求めます。 

税務住民課長。 

〔税務住民課長 加藤芳博 登檀〕 

○保健福祉課長（加藤芳博） 

議案第３号、令和２年度鋸南町国民健康保険特別会計補正予算第２号についてご説明致します。 

１頁をお願い致します。 

今補正予算は、歳入歳出それぞれ８８万２千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１２
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億１６７万円とするものです。 

歳出からご説明致しますので、７頁をお願い致します。 

１款総務費、１項、１目一般管理費、２３万１千円は、高額医療システム及び調整交付金に係

る事業報告システムの改修費でございます。 

２款保険給付費、１項、２目退職被保険者等療養給付費２０万円の減、４目退職被保険者等療

養費２０万円の増は、退職被保険者の台風被害者に係る一部負担金について、保険者から還付す

る場合の予算科目が指定されているため、組み替えるものでございます。 

同じく２款、６項、１目葬祭費５０万円は、現在の状況から、不足が見込まれるため計上する

ものでございます。 

５款保健事業費、３項、１目施設管理費１５万１千円の増は、特別総合保健事業の職員人件費

のうち、期末勤勉手当の減、諸手当の増の上げ下げによるものでございます。詳細は８頁の給与

費明細書の二つ目の表のとおりでございます。 

続いて歳入についてご説明致しますので、６頁をお願い致します。 

３款県支出金、１項、１目、２節特別交付金１６万５千円は、高額医療システム改修費に対し、

１０分の１０の割合で県繰入金が交付されるものでございます。 

５款繰入金、１項、１目、４節その他一般会計繰入金１５万１千円は、特別総合保健事業にお

ける人件費に充当するものでございます。 

同じく６節一般会計事務費繰入金６万６千円は、事業報告システム改修費に充当するものでご

ざいます。 

２項、１目、１節財政調整基金繰入金５０万円は、葬祭費に充当するものでございます。 

以上で議案第３号の説明を終わります。 

よろしくご審議のうえ、可決賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（青木悦子） 

説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（青木悦子） 

質疑がないようですので、質疑を終了します。 

討論を行います。 

討論はありませんか。 

〔「原案賛成」の声あり〕 

○議長（青木悦子） 

討論がないようですので、討論を終了します。 

これより採決を行います。 

原案に賛成の議員の挙手を求めます。 
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〔挙手 全員〕 

○議長（青木悦子） 

挙手全員。 

よって本案は原案のとおり可決されました。 

 

 

     ◎議案第４号の上程・説明・質疑・討論・採決 

 

○議長（青木悦子） 

日程第８、議案第４号、令和２年度鋸南町介護保険特別会計補正予算第３号についてを議題と

致します。 

保健福祉課長から議案の説明を求めます。 

保健福祉課長。 

〔保健福祉課長 杉田和信 登檀〕 

○保健福祉課長（杉田和信） 

議案第４号、令和２年度鋸南町介護保険特別会計補正予算第３号について、ご説明申し上げま

す。 

１頁をお開き願います。 

令和２年度鋸南町介護保険特別会計補正予算第３号でございますが、歳入歳出それぞれ１３３

３万２千円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ１３億４９７６万７千円にしよ

うとするものでございます。 

今回の補正は、介護保険システム改修に係る費用及び保険給付費において、特定入所者介護サ

ービス費等の増が見込まれることによる増額補正、また県の人勧等に伴う人件費の補正をお願い

するものでございます。それでは、歳出からご説明させていただきます。 

７頁をお願い致します。 

第１款総務費、第１項、第１目一般管理費 ６０万５千円の増額は、来年４月からの介護報酬

改定に併せた介護保険システムと、県及び国保連合会と連携しております管理システムの改修費

用をお願いするものです。 

第２款保険給付費、第５項、第１目高額医療合算介護サービス費６０万円の増額及び第２目高

額医療合算介護予防サービス費６０万円の減額は、申請に基づき予算の組み替えをお願いするも

のでございます。給付につきましては、介護保険と医療保険の年間の利用負担額が定められた限

度額を超えた際、超えた額を申請により支給するものでございます。 

第６項、第１目特定入所者介護サービス費は、施設入所や施設でのショートステイの利用にお

いて、低所得者の方の食費及び居住費が一定額以上の際、保険給付を行うものでございます。利

用者が増加していることに伴い、１３１１万２千円の増額補正をお願いするものでございます。 
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第６款地域支援事業費、第２項、第１目一般介護予防事業費３７万９千円の減額及び、８頁を

お願い致します。第３項包括的支援事業、任意事業費、第１目総合相談事業費１万１千円の増額

並びに第２目包括的継続的ケアマネジメント支援事業費１万７千円の減額につきましては、人事

異動及び県の人勧に伴う人件費の補正をお願いするものでございます。 

次に歳入をご説明致します。６頁をお願い致します。 

第３款国庫支出金、第１項、第１目介護給付費負担金ですが、歳出第２款保険給付費の補正額

に負担率１５％を乗じ、算出された１９６万６千円を計上しました。第２項国庫補助金、第１目

調整交付金ですが、歳出第２款の保険給付費の補正額に補助率８％を乗じ、算出された１０４万

８千円を、第５目介護保険事業者補助金は、システム改修費の補助率２分の１の３０万２千円を

計上致しました。 

第４款支払基金交付金、第１項、第１目介護給付費交付金ですが、歳出第２款の保険給付費の

補正額に交付率２７％を乗じた３５４万円を計上致しました。 

第５款県支出金、第１項、第１目介護給付費負担金ですが、歳出第２款保険給付費の補正額に

負担率１７．５％を乗じ算出された２２９万４千円を計上しました。 

第６款繰入金、第１項、第１目介護給付費繰入金ですが、歳出第２款の保険給付費の補正額に

負担率１２．５％を乗じ算出された１６３万９千円を計上しました。 

第３目地域支援事業繰入金、介護予防、日常生活支援総合事業以外につきましては、歳出第６

款地域支援事業費における人事異動、県の人勧に伴う人件費の補正により、３８万５千円の減額

をお願いするものです。 

第４目その他一般会計繰入金ですが、システム改修費の一般会計負担分３０万３千円をお願い

するものでございます。 

第２項基金繰入金、第１目介護給付費準備基金繰入金２６２万５千円の増額につきましては、

歳出に対する不足額を補うため、基金の取り崩しをお願いするものでございます。なお補正後の

基金残高は、１６１０万９千円となる見込みでございます。 

９頁をお願い致します。９頁から１２頁までは、介護保険特別会計における職員の給与費明細

書となっておりますので、後ほどご参照いただきたいと思います。 

以上で説明を終わります。 

よろしくご審議の上、可決賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（青木悦子） 

説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（青木悦子） 

質疑がないようですので、質疑を終了します。 

討論を行います。 
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討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（青木悦子） 

討論がないようですので、討論を終了します。 

これより採決を行います。 

原案に賛成の議員の挙手を求めます。 

〔挙手 全員〕 

○議長（青木悦子） 

挙手全員。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 

     ◎議案第５号の上程・説明・質疑・討論・採決 

 

○議長（青木悦子） 

日程第９、議案第５号、令和２年度鋸南町水道事業会計補正予算第２号についてを議題と致し

ます。 

建設水道課長より議案の説明を求めます。 

建設水道課長。 

〔建設水道課長 平嶋隆 登檀〕 

○建設水道課長（平嶋隆） 

議案第５号、令和２年度鋸南町水道事業会計補正予算第２号についてご説明致します。 

今補正予算は、共済保険金等の確定、職員給与費の改定、緊急工事等の修繕費の補正、併せて、

令和３年度に予定する水質検査委託に係る債務負担行為の設定が主なものであります。 

予算書の２頁をお願い致します。実施計画により説明致します。 

収益的収入及び支出のうち、収入におきまして、第１款水道事業収益を２３５万２千円増額し、

５億１００５万５千円にしようとするものであります。 

内訳でありますが、第２項営業外収益、第６目雑収益は、昨年の台風災害による建物災害共済

保険金２２５万５千円、東京電力の原発事故損害賠償金であります、水質検査費用９万７千円が

それぞれ確定したことによるものであります。 

支出では、第１款水道事業費を１５３万１千円増額し、４億７１０７万８千円にしようとする

ものであります。 

内訳は、第１項営業費用、第１目原水及び浄水費では、職員給与費３万５千円の減額と、湯沢

配水場及び田子第一加圧所の修繕工事１６４万３千円の増額により、併せて１６０万８千円の増

額。第２目配水及び給水費、及び第４目総係費では職員給与費をそれぞれ、４万２千円、３万５
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千円を減額しようとするものであります。 

３頁をお願い致します。令和２年度鋸南町水道事業予定キャッシュフロー計算書でございます

が、令和２年度末における資金残高は、４億６３１万８千円となる見込みでございます。４頁及

び５頁は、職員の給与費の明細書でございます。 

６頁をお願い致します。令和３年度に予定致します、浄水施設の水質検査委託に係る見込みの

費用、２７２万円は、本年度中に競争入札を実施するため、債務負担をお願いするものでありま

す。 

７頁から１０頁は、令和元年度 鋸南町水道事業、損益計算書及び貸借対照表、１１頁から１

３頁は、令和２年度鋸南町水道事業予定貸借対照表ですので、のちほどご参照願います。 

以上で説明を終わります。 

よろしくご審議の上、可決賜りますようお願いいたします。 

○議長（青木悦子） 

説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

はい３番竹田議員。 

○３番（竹田和明） 

  この８頁の貸借対照表の構築物が６５憶６２００万円と、一方減価償却が４０億６８００万円

となっておりますが、先日あの水道管が破裂したのか、水道からですね黒い水がいきなり出てき

てびっくりしたのですけれども、ここにある構築物というのは、主に水道管のことかなと思うの

ですが、その水道管の腐食等がですね、だいぶこう進んでいて先日の水が濁ったりっていうよう

なことがあったのか、そうだとすると今後ここにある構築物の評価替えだとかですね、そういっ

たことも必要になるのかどうか、その辺について質問したいと思います。 

○議長（青木悦子） 

  はい、建設水道課長。 

○建設水道課長（平嶋隆） 

  ここの構築物についてはですね、ご指摘のとおり、水道管等も入っております。先日の漏水に

ついてはですね、この役場近くの大きな配水管が損傷をしてですね、広域に亘ってですね一部断

水等や赤水がなったというようなところであります。また評価替えといいますか、更新をした場

合についてはですね、この金額等は随時変わっていきますので、その関係でですね、この資産等

も変わってくるということになると思います。以上です。 

○議長（青木悦子） 

  はい、竹田和明議員。 

○３番（竹田和明） 

  その水道管の老朽化によって、今後あちこちでそういったトラブルが出てくるようだと、その

資産としての評価の見直しというのが費用になるかと思うんですけど、要は工事の都度じゃなく
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て、今ある資産の評価替えが必要になってくるのかと思うのですが、今現状、だいぶ老朽化は進

んでいるのかなというふうに思っているのですが、その辺のなんていうのですかね、あとどのく

らいもつのかとか、今現状どの程度老朽化しているのかっていうのはどうなのでしょうか。 

○議長（青木悦子） 

  はい、建設水道課長。 

○建設水道課長（平嶋隆） 

  この評価替えといいますかですね、基本的に減価償却をしていく中でですね、この金額は変わ

ってくると思います。今入っている配水管についてはですね、鋸南町については、多くの水道事

業体もそれほどですね、耐震化は進んでいない状況でありまして、鋸南町についての耐震化につ

いてはですね、全体の５％から６％というような状況になっています。 

  一番問題のあるですね石綿管と呼ばれるもののですね、配水管からですね順次更新をさせてい

ただいているという状況でありますが、全体をですね、石綿管を更新するにあたってもですね、

約１０年程度の今のところ期間がですねかかるということで考えています。 

○議長（青木悦子） 

  よろしいですか、他に質疑はございますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（青木悦子） 

では質疑がないようですので、質疑を終了します。 

討論を行います。 

討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（青木悦子） 

討論がないようですので、討論を終了します。 

これより採決を行います。 

原案に賛成の議員の挙手を求めます。 

〔挙手 全員〕 

○議長（青木悦子） 

挙手全員。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 
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     ◎閉会の宣言 

 

○議長（青木悦子） 

これにて、今定例会に付議された案件の審議は全て終了致しました。 

よって、令和２年第７回鋸南町議会定例会を閉会致します。 

皆さんお疲れさまでした。 

 

〔閉会のベルが鳴る〕 

 

……… 閉 会・午後４時１１分  ……… 
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